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おながわ広
報

この広報紙は、環境に配慮し
再生紙を使用しています。

今月のトピックス
◆	平成31年度施政方針	基本的施策	 ���� ２
◆	平成31年度一般会計当初予算	������ ９
◆	タウン・ギャラリー	 ����������11
◆	５月のイベント	 ������������12
◆	５月のお知らせ	 ������������14
◆	女川町職員人事異動	 ����������16

「津波が来たら高台に逃げる」
津波避難の基本を後世に伝える津波伝承 復幸男。
今年は、これまでで最も長い432ｍの急坂を「にげろ！」
の合図で一気に駆け上がりました。



平成31年度　施政方針
基本的施策「生活環境」

並
び
に
高
台
団
地
の
街
区
公
園
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
工
事
の
進
捗
に
努
め
、

更
な
る
生
活
環
境
の
充
実
と
観
光
客
の
集
客

能
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

離
半
島
部
の
高
台
造
成
に
つ
い
て
は
、
一

部
の
地
区
に
お
け
る
道
路
整
備
の
工
事
完
了

に
向
け
て
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

  

空
き
が
生
じ
て
い
る
造
成
宅
地
な
ど
の
町

有
地
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
特
色
や
魅
力
あ

る
取
組
を
町
内
外
に
積
極
的
に
発
信
し
な
が

ら
、
分
譲
又
は
貸
付
の
促
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
中
心
部
の
換
地
処
分
公
告

後
、
分
譲
し
た
宅
地
の
所
有
権
移
転
に
係
る

事
務
手
続
き
を
速
や
か
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

被
災
し
た
浜
の
再
生
は
、
桐
ケ
崎
地
区
を

は
じ
め
と
す
る
10
地
区
の
整
備
が
完
了
し
ま

し
た
が
、
残
り
の
４
地
区
に
つ
き
ま
し
て
も
、

県
復
興
道
路
や
災
害
復
旧
と
の
事
業
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
生
業
で
あ
る
漁
業
活
動
の
早

期
再
生
に
向
け
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

  

町
道
に
つ
い
て
は
、
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅

な
ど
防
災
機
能
の
向
上
を
重
点
に
住
み
良
い

環
境
づ
く
り
の
た
め
の
改
良
工
事
を
施
工
い

た
し
ま
す
。

  

出
島
架
橋
建
設
事
業
に
関
し
て
は
、
本
土

側
と
島
側
の
両
方
か
ら
架
橋
本
体
ま
で
の
道

路
を
鋭
意
施
工
中
で
す
。
架
橋
本
体
に
つ
い

て
は
、
県
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
施
設
計
及

び
工
事
を
一
括
発
注
し
、
技
術
検
討
委
員
会

か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施
設

計
を
進
め
て
お
り
、
早
期
完
成
に
向
け
て
引

き
続
き
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い

  

本
町
の
復
興
計
画
期
間
は
、
平
成
30
年
度

を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
が
、
観
光
交
流
エ

リ
ア
及
び
清
水
公
園
整
備
な
ど
一
部
の
事
業

が
継
続
す
る
こ
と
か
ら
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
、

鹿
島
・
オ
オ
バ
Ｊ
Ｖ
ほ
か
関
係
者
一
丸
と
な

り
、
全
て
の
事
業
の
完
了
に
向
け
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
内
全
域
で
進
め
て
き
た
各
種
復
興
事
業

も
着
実
に
進
展
が
図
ら
れ
、
中
心
部
や
離
半

島
部
の
高
台
に
お
い
て
は
、
住
宅
建
設
が
進

み
、
街
並
み
の
形
成
も
広
が
り
を
見
せ
、
来

町
者
か
ら
は
日
に
日
に
変
化
す
る
本
町
の
姿

に
驚
き
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
な
か
で
も
駅
前
か
ら
商
店
街
へ
の
景
観

は
、
昨
年
、
都
市
景
観
大
賞
の
都
市
空
間
部

門
に
お
い
て
最
高
賞
で
あ
る
国
土
交
通
大
臣

賞
を
、
ま
た
、
県
内
初
の
受
賞
と
な
る
ア
ジ

ア
都
市
景
観
賞
を
受
賞
し
、
復
興
に
向
け
た

取
組
が
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、
復
興
の
状

況
、
魅
力
に
つ
い
て
国
内
外
へ
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
の
中
心
部
に
お
い
て
は
、
最
後
の
造
成

と
な
っ
た
堀
切
山
地
区
の
宅
地
造
成
及
び
小

乗
浜
地
区
の
換
地
宅
地
の
整
備
引
渡
し
が
完

了
し
、
ま
た
、
国
道
３
９
８
号
を
は
じ
め
と

す
る
主
要
幹
線
道
路
も
全
線
供
用
さ
れ
ま
し

た
。
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

に
お
け
る
換
地
処
分
を
年
度
内
で
行
え
る
よ

う
手
続
き
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
交
流
エ
リ
ア
及
び
清
水
公
園
の
整
備

復興計画から次の10年へ繋ぐスタートに
　広報おながわ４月号では、平成31年第２回女川町議会定例会（３月）
の席上で須田町長が表明した施政方針を掲載しましたが、５月号では
併せて表明した町政における基本的施策を紹介します。

基本的施策
平成31年度 施政方針

生
活
環
境

※
○新
は
新
規
事
業
、
○継
は
継
続
事
業

 

（
前
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
を
含
む
）

主
要
な
事
業

○新 

防
災
広
報
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事

業
実
施
設
計
業
務
委
託
料

国
の
無
線
の
再
編
に
よ
り
、
平
成
34

年
11
月
ま
で
に
防
災
広
報
無
線
を
ア

ナ
ロ
グ
通
信
か
ら
デ
ジ
タ
ル
通
信
に

切
り
替
え
る
た
め
に
、
必
要
な
調
査
・

設
計
を
行
い
ま
す
。

○継
離
島
航
路
利
用
者
待
合
所
建
設
工
事

新
た
な
離
島
航
路
待
合
所
を
建
設
し

ま
す
。

　
○継
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
と
地

球
温
暖
化
対
策
と
し
て
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○継
住
宅
用
高
効
率
給
湯
器
設
置
補
助
金

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
の
一
つ
と
し
て
設
置
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

企
　
画
　
課

町
民
生
活
課

2
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て
は
、
町
内
で
施
工
中
の
国
道
３
９
８
号
及

び
県
道
女
川
牡
鹿
線
の
早
期
完
成
を
要
請
す

る
と
と
も
に
、
昨
年
開
通
し
た
国
道
３
９
８

号
石
巻
バ
イ
パ
ス
大
瓜
工
区
に
続
く
沢
田
工

区
の
着
工
に
つ
い
て
、
国
及
び
県
に
対
し
石

巻
市
と
連
携
の
上
、
強
く
働
き
か
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　

汚
水
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水

道
の
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
浄

化
槽
整
備
区
域
と
合
わ
せ
て
適
正
管
理
に
努

め
る
と
と
も
に
、
未
接
続
世
帯
に
対
す
る
啓

発
活
動
を
行
い
、
普
及
率
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

雨
水
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
万
石
浦
沿

岸
の
冠
水
対
策
と
し
て
、
浦
宿
地
区
の
下
水

道
災
害
復
旧
事
業
を
継
続
施
工
し
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
県
施
工
の
道
路

事
業
と
調
整
の
上
、
災
害
復
旧
事
業
に
よ
る

施
設
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
経
営
の
合

理
化
を
図
り
な
が
ら
水
道
水
の
安
定
供
給
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

  

離
島
航
路
に
つ
い
て
は
、
離
島
航
路
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
完
成
す
る
こ
と
か
ら
、
海
路
と
陸

路
の
交
通
結
節
点
と
し
て
利
便
性
を
考
慮
し

た
運
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
減
少
や
出
島
架
橋
整
備

後
の
在
り
方
な
ど
の
課
題
の
検
討
を
進
め
な

が
ら
、
引
き
続
き
、
国
、
県
と
連
携
を
図
り
、

離
島
住
民
に
不
可
欠
な
生
活
航
路
の
維
持
に

必
要
な
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
高
台

住
宅
団
地
の
造
成
や
災
害
公
営
住
宅
の
整
備

等
、
復
興
事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
バ
ス
停
留

所
の
新
設
や
運
行
ル
ー
ト
の
見
直
し
な
ど
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
鉄
道
、

路
線
バ
ス
、
離
島
航
路
を
含
め
た
地
域
公
共

交
通
の
維
持
、
確
保
及
び
そ
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
先
進
技
術
の
活
用
、

導
入
を
見
据
え
た
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ

ス
テ
ム
の
実
証
試
験
を
実
施
し
な
が
ら
、
本

町
の
地
域
特
性
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
形
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

鉄
道
に
つ
い
て
は
、
仙
石
東
北
ラ
イ
ン
一

部
列
車
の
女
川
駅
乗
り
入
れ
に
よ
り
、
仙
台

圏
へ
の
通
勤
、
通
学
や
訪
れ
る
観
光
客
な
ど

の
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
向

け
、
期
成
同
盟
会
を　

通
じ
て
、
県
や
Ｊ
Ｒ

へ
の
要
望
活
動
を
継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
設
計
を
進
め
て
い
る
浦
宿
駅

前
広
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
早
期
完
成
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
事
業
に
つ
い
て
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

と
し
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助

事
業
及
び
住
宅
用
高
効
率
給
湯
器
設
置
補
助

事
業
を
引
き
続
き
継
続
し
、
環
境
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
る
ほ
か
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
推
進
し
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削

減
と
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
先
に
実
施
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
可
能
性
調
査
に
お
い
て
、

可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
た
洋
上
風
力
に
つ
い

て
は
、
国
の
法
整
備
に
関
す
る
情
報
収
集
を

行
う
と
と
も
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い

て
も
、
森
林
保
護
、
保
全
の
観
点
か
ら
も
関

係
機
関
や
各
種
団
体
と
連
携
し
、
取
組
の
方

向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
み
処
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
に
基
づ
く
、
ご
み
の
発
生

抑
制
、
分
別
の
徹
底
と
再
資
源
化
の
拡
大
の

推
進
に
取
り
組
む
た
め
、
町
内
で
排
出
さ
れ

た
家
庭
系
ご
み
の
組
成
調
査
を
実
施
し
、
ご

み
の
減
量
化
、
再
資
源
化
の
啓
発
や
情
報
提

供
を
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
町
民
総
ぐ
る

み
で
の
春
と
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
再
開
し
、

環
境
美
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

不
法
投
棄
及
び
公
害
防
止
に
つ
い
て
は
、
監

視
の
強
化
を
図
り
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見

に
よ
り
、
住
民
の
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
及
び
災
害
公
営
住
宅
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
県
住
宅
供
給
公

社
に
委
託
し
、
よ
り
適
切
な
管
理
運
営
に
努

め
る
と
と
も
に
、
空
き
住
戸
対
策
に
お
い
て

は
、
弾
力
的
な
活
用
方
法
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
も
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
町
営
住
宅
及
び
災
害
公
営
住

宅
の
適
正
な
供
給
を
図
り
、
住
民
の
生
活
環

境
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

応
急
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
は
、
野
球
場
仮

設
住
宅
の
み
と
な
り
ま
す
が
、
現
在
入
居
し

て
い
る
方
々
の
再
建
先
も
確
定
し
て
い
る
た

め
、
そ
の
役
割
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

　

住
宅
再
建
支
援
に
つ
い
て
は
、
が
け
地
近

接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業
補
助
金
、
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
費
補
助
金
や
住
宅
再
建
支

援
事
業
補
助
金
に
よ
る
利
子
補
給
及
び
移
転

費
用
の
助
成
、
二
重
ロ
ー
ン
対
策
事
業
を
引

○継
定
住
促
進
事
業
補
助
金

人
口
の
減
少
を
抑
え
定
住
す
る
人
が

増
え
る
こ
と
で
、
地
域
が
に
ぎ
わ
う

よ
う
に
し
ま
す
。

○新
町
民
野
球
場
応
急
仮
設
住
宅
解
体
工
事

町
民
野
球
場
応
急
仮
設
住
宅
の
建
物

の
解
体
工
事
を
行
い
ま
す
。

○新 

働
き
世
代
健
康
づ
く
り
事
業

働
き
盛
り
世
代
の
人
々
が
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
改
善
の
取
り
組
み
や
健

康
な
生
活
を
送
る
た
め
の
環
境
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

○新 

健
康
経
営
推
進
事
業

町
内
の
事
業
所
が
健
康
の
取
り
組
み

が
行
え
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

健
康
経
営
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
を

し
ま
す
。

○新 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業

現
在
、
建
設
し
て
い
る
女
川
小
・
中

学
校
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
整
備

し
ま
す
。

○継
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
等
改
修
工
事

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
や
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
、

連
絡
通
路
を
、
今
後
も
長
く
利
用
す

る
た
め
に
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課

3



平成31年度　施政方針
基本的施策「生活環境」

○継 （
仮
称
）メ
モ
リ
ア
ル
公
園
整
備
事
業

業
務
委
託

（
仮
称
）メ
モ
リ
ア
ル
公
園
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
へ
の
業

務
委
託
を
行
い
ま
す
。

○継
出
島
架
橋
建
設
事
業

出
島
架
橋
建
設
に
よ
る
道
路
や
橋
梁

の
設
計
委
託
と
工
事
を
行
い
ま
す
。

○継 

浦
宿
地
区
雨
水
排
水
施
設
災
害
復
旧

事
業
業
務
委
託

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
地
盤
沈
下
し

た
浦
宿
地
区
に
お
い
て
、
冠
水
の
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
雨
水
排
水
施

設
の
復
旧
を
行
い
ま
す
。

○継 

下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
策
定
業
務
委
託

下
水
道
施
設
の
リ
ス
ク
評
価
を
踏
ま

え
、
長
期
的
な
改
築
事
業
の
シ
ナ
リ

オ
を
設
定
し
、
点
検
・
調
査
計
画
及

び
修
繕
・
改
築
計
画
の
策
定
を
行
い

ま
す
。

○継
公
共
下
水
道
全
体
計
画
変
更
業
務
委
託

下
水
道（
汚
水
・
雨
水
）の
全
体
計
画

復
興
推
進
課

建
　
設
　
課

Ｕ
Ｐ
Ｚ
地
区
住
民
向
け
に
つ
き
ま
し
て
も
、

県
及
び
関
係
自
治
体
と
連
携
し
、
配
布
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

女
川
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
全
号

機
共
に
安
定
し
た
状
態
で
停
止
し
て
お
り
、

現
在
は
定
期
検
査
中
で
す
が
、
過
去
に
お
け

る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
発
生
を
踏
ま
え
、

安
全
性
の
向
上
に
向
け
た
包
括
的
な
対
策
を

着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
風
化
防
止
の

観
点
か
ら
常
に
改
善
や
強
化
を
図
る
よ
う
、

継
続
し
て
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

女
川
原
子
力
発
電
所
１
号
機
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
に
お
い
て
昨
年
末
に
廃
炉
を
決
定
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
廃
炉
に
関
す
る
手
続
き

を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
へ
の
説
明

を
し
っ
か
り
と
行
い
、
ま
た
、
長
期
間
に
わ

た
る
と
さ
れ
る
廃
炉
作
業
に
つ
い
て
は
、
分

か
り
や
す
い
情
報
提
供
と
信
頼
の
確
保
に
努

め
、
か
つ
、
安
全
対
策
を
最
優
先
と
し
た
計

画
と
す
る
よ
う
、
強
く
要
請
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

同
じ
く
２
号
機
に
つ
い
て
は
、
新
規
制
基

準
へ
の
適
合
性
審
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
立
地
地
点
の
特
異
性
や
独
自
の
取
組

も
十
分
考
慮
し
て
、
最
新
の
知
見
を
絶
え
ず

収
集
し
、
厳
格
性
と
透
明
性
を
担
保
し
な
が

ら
進
め
る
よ
う
引
き
続
き
、
規
制
当
局
と
事

業
者
に
要
請
す
る
と
と
も
に
、
県
及
び
石
巻

市
と
合
同
設
置
に
よ
る
女
川
原
子
力
発
電
所

２
号
機
の
安
全
性
に
関
す
る
検
討
会
に
お
い

て
、
新
規
制
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
で
向
上

す
る
安
全
性
な
ど
を
確
認
し
、
住
民
に
対
す

る
十
分
な
説
明
と
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

団
員
制
度
を
導
入
し
、
消
防
後
援
会
並
び
に

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
団
員
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
区
等

で
実
施
さ
れ
る
防
災
、
避
難
訓
練
及
び
講
習

会
等
を
通
じ
、
防
災
に
関
す
る
課
題
や
解
決

策
に
つ
い
て
地
域
と
情
報
共
有
を
図
る
と
と

も
に
、
昨
年
９
月
に
設
立
し
た
女
川
産
業
区

と
も
連
携
し
、
来ら

い

街が
い

者
も
含
め
た
防
災
・
減

災
の
取
組
に
つ
い
て
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

災
害
時
の
住
宅
被
害
に
よ
る
事
故
の
未
然

防
止
や
軽
減
を
図
る
た
め
、
木
造
住
宅
耐
震

診
断
助
成
事
業
や
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

助
成
事
業
、
さ
ら
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
除
去
及

び
設
置
事
業
の
積
極
的
な
活
用
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
広
く
周
知
を
図
り
、
住
宅
の
安
全

性
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
や
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
と
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
３
月
に
策
定
し
た
「
広
域
避
難
計
画
」
に

基
づ
き
、
同
年
12
月
に
は
栗
原
市
と
「
原
子

力
災
害
時
に
お
け
る
住
民
の
広
域
避
難
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
本
年
１
月
に
、
栗

原
市
職
員
と
連
携
し
栗
原
市
内
へ
の
住
民
避

難
訓
練
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も

栗
原
市
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
訓
練
の

継
続
、
検
証
を
進
め
、
有
事
の
際
に
、
よ
り

確
実
で
円
滑
な
広
域
避
難
が
で
き
る
よ
う
実

効
性
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ａ

Ｚ
地
区
住
民
向
け
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
配
布
未
了
世
帯
や

乳
幼
児
用
の
事
前
配
布
を
推
進
し
、
さ
ら
に

き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
町
が

造
成
し
た
宅
地
内
の
高
低
差
対
策
や
土
砂
の

流
出
を
防
ぐ
目
的
で
居
住
者
が
行
う
擁
壁
工

事
に
対
し
て
も
、
引
き
続
き
造
成
宅
地
擁
壁

整
備
工
事
補
助
金
を
交
付
し
、
住
宅
再
建
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
加
え
て
、

多
く
の
方
々
に
美
し
い
ま
ち
な
み
の
形
成
と

そ
の
維
持
に
寄
与
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
緑
化
等
へ
の
助
成
制
度
に
よ
り
、

住
民
と
行
政
が
協
働
で
進
め
る
景
観
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

据
置
期
間
が
終
了
し
、
償
還
が
開
始
し
て

い
る
災
害
援
護
資
金
貸
付
に
つ
い
て
は
、
借

入
者
の
状
況
を
把
握
し
、
適
切
な
対
応
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

復
興
事
業
の
進
捗
に
よ
り
、
新
た
な
地
域

へ
多
く
の
町
民
が
移
る
な
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
の
連
帯
意
識
の
高
揚
と
密
接
な
関
係

構
築
の
た
め
、
住
民
主
体
の
地
域
活
動
が
展

開
で
き
る
環
境
整
備
を
支
援
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

開
業
か
ら
５
年
目
を
迎
え
る
温
泉
温
浴
施

設
「
ゆ
ぽ
っ
ぽ
」
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
健

康
増
進
と
憩
い
の
場
と
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
繋
が
る
よ
う
指
定
管
理
者
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
利
用
者
に
親
し
ま
れ
る

施
設
を
目
指
す
と
と
も
に
、
商
店
街
等
と
の

協
働
に
よ
る
誘
客
効
果
に
よ
り
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
り
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
対
策
と
し
て
は
、
地
域
防
災
の
中
核

的
役
割
を
担
っ
て
い
る
消
防
団
の
団
員
数
が

減
少
し
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
新
た
に
消
防

団
Ｏ
Ｂ
や
女
性
団
員
等
に
よ
る
機
能
別
消
防

4



平成31年度　施政方針
基本的施策「保健・医療・福祉」

　

住
宅
の
高
台
移
転
に
伴
う
自
立
再
建
住
宅

や
災
害
公
営
住
宅
で
の
生
活
、
社
会
環
境
の

変
化
が
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
住
民

そ
れ
ぞ
れ
が
、
今
ま
で
よ
り
も
自
分
の
健
康

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
と
な

り
、
住
民
へ
の
き
め
細
や
か
な
健
康
支
援
が

ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
心

身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
支
え
合
う
お
な
が

わ
」
を
基
本
理
念
と
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
に
、
10
年
後
、
20
年
後
の
「
健
康
な
ま

ち
女
川
町
」
の
実
現
に
向
け
、
健
康
づ
く
り

活
動
を
町
民
と
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

が
ん
検
診
、
特
定
健
診
等
に
つ
い
て
は
、

受
診
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
よ
り
広
く
町

民
に
検
診
の
大
切
さ
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、

受
診
し
や
す
い
日
程
の
設
定
な
ど
実
施
体
制

を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
公
民
一

体
と
な
っ
た
取
組
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
非

営
利
活
動
法
人
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ
、
ロ
ー
ト

製
薬
株
式
会
社
と
本
町
が
結
ん
だ
協
定
の
期

間
を
延
長
し
、
地
元
産
業
団
体
や
町
民
と
と

も
に
「
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
次
食
育
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
家
庭
、
保
育
所
、

学
校
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
で
の
食
の
体
験
を
重

視
し
た
活
動
を
通
し
て
、
食
育
を
実
践
し
食

に
感
謝
し
、
食
へ
の
関
心
を
高
め
、
望
ま
し

い
食
習
慣
の
定
着
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

保
健
・
医
療
・
福
祉

度
に
引
き
続
き
、
策
定
作
業
の
最
終
年
度
で

あ
る
平
成
31
年
度
に
お
い
て
、
町
民
の
声
を

計
画
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
地
域
の
支
え
合

い
と
つ
な
が
り
を
通
し
た
福
祉
力
の
向
上
と
、

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
仕
組

み
と
し
て
の
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
を

第
２
次
地
域
福
祉
計
画
の
最
大
の
目
標
と
し

て
掲
げ
、
鋭
意
、
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
平
成
32
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
い
る
「
第
８
次
高

齢
者
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
高
齢
者
が
地

域
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
き
が
い
を
感
じ
な

が
ら
、
明
る
く
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
高
齢
者
の
生
活
の
安
定
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た

女
川
町
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が
継
続
で
き

る
よ
う
、
互
助
の
仕
組
み
を
充
実
さ
せ
、
住

民
主
体
の
支
え
合
う
体
制
づ
く
り
を
よ
り
一

層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、「
第
７
期

介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
適
正
な

介
護
保
険
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
町
は
、
後
期
高
齢
者
が
年
々
増
加
し
て
い

る
な
か
、
独
居
高
齢
世
帯
や
高
齢
者
２
人
世

帯
の
割
合
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
人
と
人

の
つ
な
が
り
、
外
出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、

認
知
症
の
人
と
家
族
の
支
援
な
ど
の
課
題
も

あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
地
域
づ
く
り
の
担
い

手
と
し
て
活
動
的
な
高
齢
者
も
増
え
て
き
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
地
域
、
商
業
、
民

間
団
体
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
介
護
予

防
と
生
き
が
い
づ
く
り
に
取
り
組
み
、「
住

み
ご
ご
ち
よ
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
の
充
実
と
生
活
支
援
体
制
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
２
期
子
ど

も
子
育
て
支
援
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

第
２
期
計
画
の
計
画
期
間
は
、
平
成
32
年
度

か
ら
平
成
36
年
度
の
５
ヶ
年
で
あ
り
、
親
が

子
育
て
に
喜
び
を
実
感
し
な
が
ら
、
子
ど
も

が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
引
き
続
き
積
極
的
に

子
育
て
支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
働
く
保
護
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
保

育
所
の
土
曜
保
育
や
半
島
部
児
童
の
通
所
支

援
の
ほ
か
、
新
た
に
整
備
し
た
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し
、
託

児
事
業
や
子
育
て
相
談
を
継
続
し
支
援
の
展

開
を
図
る
と
と
も
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
土
曜
日
や
長
期
休
暇
中
の
開
設
を
継
続
す

る
な
ど
し
て
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

  

子
育
て
中
の
保
護
者
へ
の
経
済
的
支
援
策

と
し
て
は
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
の
無
料

化
や
多
子
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
へ
の

町
独
自
の
保
育
料
の
軽
減
策
も
継
続
実
施
し

な
が
ら
、
高
校
生
ま
で
拡
充
し
た
子
ど
も
医

療
費
助
成
及
び
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
助

成
制
度
を
継
続
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
新

た
な
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
建
設
工
事
の
進
捗

を
図
る
と
と
も
に
、
被
災
保
育
所
復
旧
に
向

け
た
施
設
設
計
な
ど
引
き
続
き
子
育
て
支
援

基
盤
の
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
３
ヶ
年
を
計
画
期
間
と
し
た
「
第
５
次

障
害
者
計
画
」、「
第
５
期
障
害
福
祉
計
画
」

及
び
「
第
１
期
障
害
児
福
祉
計
画
」
に
基
づ

き
、
障
害
者
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
生

に
つ
い
て
、
復
興
事
業
に
合
わ
せ
て

計
画
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

○新
女
川
駅
前
駐
車
場
整
備
設
計
業
務
委
託

女
川
駅
前
に
整
備
す
る
町
営
駐
車
場

（
約
40
台
）の
設
計
を
行
い
ま
す
。

○継
活
動
人
口
創
出
促
進
業
務
委
託

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
将
来
的
な
定

住
人
口
増
加
と
町
に
に
ぎ
わ
い
や
活

力
を
も
た
ら
す
活
動
人
口
の
増
加
を

目
指
し
、
創
業
支
援
や
移
住
・
滞
在
、

就
業
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○継 

東
北
大
学
農
学
研
究
科
連
携
協
定
負

担
金

東
北
大
学
と
共
同
で
マ
ナ
マ
コ
の
人

工
種
苗
の
生
産
と
放
流
に
関
す
る
研

究
を
行
い
ま
す
。

○継 

女
川
町
地
方
卸
売
市
場
高
度
衛
生
管

理
支
援
業
務
委
託

魚
市
場
の
衛
生
管
理
を
徹
底
し
、
優

良
衛
生
品
質
管
理
市
場
の
認
定
を
目

指
し
ま
す
。

○継
女
川
町
立
女
川
小
・
中
学
校
整
備
事
業

役
場
の
南
の
高
台
に
施
設
一
体
型
小

中
一
貫
校
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

産
業
振
興
課

教
育
総
務
課
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○継
被
災
児
童
生
徒
等
学
習
支
援
事
業

女
川
向
学
館
の
事
業
で
、
小
中
学
生

と
高
校
生
向
け
の
放
課
後
学
習
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

○新 

多
目
的
運
動
場
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備

人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
ネ
ッ
ト
を

設
置
す
る
工
事
を
行
い
ま
す
。

○新
町
民
音
楽
会

有
名
な
歌
手
な
ど
を
招
き
音
楽
会
を

開
催
し
ま
す
。

○新
芸
術
鑑
賞
会

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
芸
術
鑑

賞
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

○新
議
会
映
像
配
信
業
務
委
託

議
会
に
お
い
て
町
の
課
題
な
ど
を
議

論
す
る
様
子
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
生
中
継
と
録
画
配
信
を
行
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課

議
会
事
務
局

が
95
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
進
捗
し
、
引
き
続
き

全
漁
港
に
お
け
る
主
要
機
能
の
回
復
を
急
ぐ

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
漁
業
集
落
防
災
機

能
強
化
事
業
に
よ
る
背
後
地
整
備
と
併
せ
て
、

漁
業
生
産
基
盤
の
早
期
の
復
旧
と
安
全
な
就

労
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事
業
を
活

用
し
、
漁
港
施
設
の
維
持
管
理
の
年
次
計
画

を
段
階
的
に
策
定
す
る
と
と
と
も
に
、
災
害

復
旧
事
業
の
早
期
完
成
、
新
し
い
漁
港
空
間

の
創
出
に
向
け
、
第
３
種
漁
港
の
再
生
を
働

き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

沿
岸
漁
業
に
つ
い
て
は
、
県
漁
協
女
川
町

支
所
の
水
揚
金
額
は
ギ
ン
ザ
ケ
を
中
心
に

65
億
５
，０
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
の
実

績
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
水
揚

数
量
は
２
万
４
，０
０
０
ト
ン
と
前
年
を
上

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
増
大
す
る
自
然

災
害
や
水
揚
数
量
の
低
迷
等
の
懸
念
も
あ
り
、

安
定
し
た
漁
業
経
営
維
持
の
た
め
に
は
、
漁

業
共
済
へ
の
加
入
が
極
め
て
重
要
に
な
る
こ

と
か
ら
、
漁
業
共
済
へ
の
さ
ら
な
る
加
入
を

促
進
す
る
た
め
、
県
漁
協
女
川
町
支
所
と
と

も
に
掛
金
に
対
す
る
補
助
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
過
去
に
例
を
見
な
い
不
漁
が
続
く
ホ

タ
テ
養
殖
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
ホ
タ
テ

種
苗
の
購
入
資
金
に
係
る
貸
付
金
に
対
す
る

利
子
補
給
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
ア
ワ
ビ

資
源
の
増
産
を
図
る
た
め
、
震
災
前
に
実
施

し
て
い
た
ア
ワ
ビ
種
苗
購
入
費
用
に
対
す
る

補
助
を
行
う
ほ
か
、
東
北
大
学
大
学
院
と
連

携
し
て
マ
ナ
マ
コ
種
苗
の
安
定
生
産
技
術
の

試
験
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
加
工
業
に
つ
い
て
は
、
地
盤
の
造
成

労
の
両
立
を
支
援
い
た
し
ま
す
。
建
設
後
22

年
を
経
過
し
た
施
設
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
な
対
応
で
建
物
の
延
命
化
を
図

る
ほ
か
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
、
震
災

後
の
導
入
か
ら
８
年
が
経
過
し
更
新
時
期
を

迎
え
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
の
運
営
内
容
に
あ
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
更
新
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
地
域
で
医

師
を
育
成
確
保
す
る
体
制
を
目
指
し
、
保
健

福
祉
と
の
連
携
を
図
り
、
町
民
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
地
域
医
療
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
卸
売
市

場
の
昨
年
の
水
揚
状
況
が
、
数
量
で
４
万
２
，

７
４
４
ト
ン
、
金
額
で
は
79
億
２
，８
０
０

万
円
と
な
り
、
数
量
で
は
、
春
漁
な
ど
多
く

の
魚
種
が
不
振
で
あ
っ
た
も
の
の
、
主
力
の

サ
ン
マ
が
不
漁
で
あ
っ
た
前
年
に
比
べ
大
き

く
回
復
し
た
こ
と
に
支
え
ら
れ
、
金
額
は
前

年
の
実
績
に
迫
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
高
度
衛
生
管
理
機
能
を
有
す
る
地

方
卸
売
市
場
を
拠
点
施
設
と
し
、
全
国
の
買

受
人
、消
費
者
へ
向
け
、安
全
で
安
心
な
「
お

な
が
わ
」
の
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
・
販
路
拡
大
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
水
揚
増
嵩
を
図
る
た

め
水
揚
奨
励
金
制
度
を
継
続
し
、
市
場
、
買

受
人
協
同
組
合
等
水
産
業
界
と
一
体
と
な
っ

た
漁
船
誘
致
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

漁
港
関
係
に
つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
事
業

産
業

活
支
援
事
業
を
充
実
し
、
障
害
者
が
地
域
の

一
員
と
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た

生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
様
々
な
社
会
資
源

を
活
用
し
な
が
ら
、
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
へ
の
理
解
促
進
や
差
別
解
消

に
向
け
た
障
害
者
差
別
解
消
法
の
啓
発
に
努

め
る
と
と
も
に
、
障
害
の
重
篤
化
、
高
齢
化

や
親
亡
き
後
を
踏
ま
え
て
、
障
害
児（
者
）や

そ
の
家
族
が
安
心
し
て
地
域
で
生
活
で
き
る

よ
う
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
体
制
の
整
備
に

よ
り
、
緊
急
時
の
相
談
や
必
要
な
対
応
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
医
療
費
の
増
嵩

等
に
よ
り
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
る

共
同
運
営
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
共
同
運

営
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
医
療
費
の
適

正
化
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の
適
格
な
賦
課

及
び
収
納
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
現

実
的
対
応
」
と
「
あ
る
べ
き
姿
」
の
均
衡
点

を
探
り
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
保
健
事
業

と
の
連
携
の
も
と
、
町
民
の
健
康
保
持
増
進

に
努
め
、
町
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
安
定
的
な
運
営
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
保
険
者
等
と
と
も

に
円
滑
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
者
と
の
協
調
の
も
と
安
定
的
な
運
営
に

努
め
、
医
療
と
介
護
の
一
体
的
施
設
と
し
て

地
域
に
根
ざ
し
た
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
病
気
中
又
は
回
復
期

に
あ
る
子
ど
も
を
預
か
る
病
児
病
後
児
保
育

事
業
を
継
続
し
、
保
護
者
の
子
育
て
及
び
就

6
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整
備
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
残

る
用
地
の
使
用
者
公
募
を
行
い
、
事
業
者
や

市
場
買
受
人
協
同
組
合
、
水
産
加
工
業
協
同

組
合
な
ど
関
係
団
体
と
よ
り
一
層
連
携
し
、

高
品
質
・
高
付
加
価
値
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
機
能
、
受
入

体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
林
業
に
つ
い
て
は
、
二
ホ
ン
ジ
カ
に
よ

る
食
害
等
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
猟
銃
に
よ
る
駆
除
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
従
来
以
上
の
駆
除
日
数
の
確
保
、
駆

除
頭
数
の
増
嵩
に
つ
い
て
県
猟
友
会
石
巻
支

部
等
へ
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
民

間
団
体
が
実
施
す
る
捕
獲
へ
の
補
助
の
拡
充

や
、
有
害
鳥
獣
駆
除
に
対
す
る
町
民
理
解
を

図
る
た
め
、
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

松
く
い
虫
対
策
に
つ
い
て
は
、
被
害
が
収

束
し
な
い
こ
と
か
ら
、
被
害
木
の
伐
倒
駆
除

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
予
防
事
業

と
し
て
空
中
散
布
事
業
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

　

森
林
は
、
木
材
の
供
給
、
水
資
源
の
か
ん

養
、
災
害
の
防
止
を
は
じ
め
、
自
然
環
境
の

保
全
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
町
の
豊
か
な
森
林
を
未
来
へ

引
き
継
ぐ
た
め
の
人
材
育
成
や
、
林
業
を
推

進
す
る
各
種
団
体
に
対
し
て
の
支
援
を
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
道
に
つ
い
て
は
、
県
に
お
い
て
開
設
工

事
を
進
め
て
き
た
女
川
京
ケ
森
線
が
こ
の
度
、

全
線
開
通
し
引
渡
し
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

に
接
続
す
る
林
道
大
沢
線
は
、
早
期
の
拡
幅

完
了
を
め
ざ
し
改
良
工
事
を
継
続
い
た
し
ま

す
。

　

観
光
業
に
つ
い
て
は
、
女
川
駅
前
商
業
エ

リ
ア
を
拠
点
に
更
な
る
賑
わ
い
の
創
出
を
図

る
た
め
、
町
内
各
団
体
等
と
イ
ベ
ン
ト
事
業

の
実
施
体
制
の
再
構
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
交
流
人
口
の
増
加
や
経
済
活
性

化
に
つ
な
が
る
食
・
自
然
・
産
業
を
活
か
し

た
滞
在
体
験
型
観
光
を
促
進
す
る
た
め
、
石

巻
圏
観
光
推
進
機
構
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

訴
求
力
を
高
め
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に

よ
る
国
内
外
か
ら
の
誘
客
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
多
様
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
に
よ

る
魅
力
向
上
な
ど
、
観
光
地
域
と
し
て
の
磨

き
上
げ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
仮
設
店
舗
に
入
居

し
な
が
ら
事
業
継
続
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の

鷲
神
浜
地
区
な
ど
へ
の
本
設
再
建
へ
向
け
た

動
き
が
見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

事
業
者
の
早
期
の
本
設
再
建
等
を
後
押
し
す

る
た
め
、
商
店
街
景
観
形
成
創
出
事
業
及
び

事
業
者
用
擁
壁
等
整
備
事
業
を
継
続
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
商
工
業
事
業
者
の
経
営
基
盤

強
化
に
関
す
る
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
中

小
企
業
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
周
知
に
努
め

る
ほ
か
、
町
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら
地
域

商
工
業
振
興
事
業
、
後
継
者
育
成
対
策
事
業

な
ど
の
助
成
を
行
い
、
商
工
業
者
の
経
済
活

力
の
向
上
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
民
連
携
事
業
に
つ
い
て
は
、
女
川
駅
前

商
業
エ
リ
ア
を
中
心
に
町
内
外
の
様
々
な
人

が
訪
れ
、
つ
な
が
る
こ
と
で
、
新
し
い
活
動

や
新
規
創
業
が
発
展
的
に
生
ま
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
も
活
動
人
口
創
出
促
進
事
業

を
継
続
し
、
お
試
し
移
住
や
創
業
支
援
に
よ

り
、
ま
ち
に
変
化
を
与
え
る
人
や
企
業
な
ど

の
活
動
や
そ
の
拠
点
を
誘
致
し
て
ま
い
り
ま

す
。
加
え
て
、
今
後
整
備
が
進
む
観
光
交
流

エ
リ
ア
、
清
水
公
園
エ
リ
ア
、
鷲
神
浜
エ
リ

ア
を
含
め
、
面
的
に
連
動
性
を
高
め
、
民
間

の
新
し
い
経
済
活
動
や
ア
イ
デ
ア
が
実
現
で

き
る
空
間
や
仕
組
み
づ
く
り
を
女
川
み
ら
い

創
造
株
式
会
社
、
町
商
工
会
を
は
じ
め
と
す

る
民
間
組
織
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
女
川
産
業
区
と
連
携
し
、
町

内
の
民
間
事
業
者
の
よ
り
一
層
の
連
携
強
化

を
図
り
、
地
域
経
済
活
性
化
の
取
組
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
と
し
て
は
、
無
料
職
業
紹
介
所

に
て
町
内
企
業
の
求
人
情
報
の
提
供
を
行
う

と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
巻
、
県
と
連

携
し
な
が
ら
町
内
の
雇
用
促
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
事
業
復
興
型
雇
用
創
出

事
業
を
継
続
し
、
震
災
に
よ
る
失
業
者
等
の

安
定
的
な
雇
用
創
出
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
多
様
化
す
る

特
殊
詐
欺
等
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
消
費
者
講
座
な
ど
の
啓
発
活
動
を
継
続

し
な
が
ら
、
法
律
相
談
業
務
を
実
施
し
、
消

費
者
問
題
の
解
決
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
県
が
首
都
圏
等

で
開
催
す
る
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
に
石
巻
広

域
圏
企
業
誘
致
協
議
会
と
し
て
参
加
す
る
な

ど
、
２
市
１
町
に
よ
る
広
域
的
な
誘
致
活
動

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
再
建
を
図
る
地
元

企
業
や
本
町
へ
の
進
出
を
検
討
す
る
企
業
等

に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
講
じ
、
産
業
の
振

興
及
び
就
労
の
場
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
連
携
型
の
小
中

一
貫
教
育
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
９

年
間
を
見
通
し
た
継
続
的
な
教
育
を
通
し
て
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
発
達
段
階
に
応
じ

て
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
理
解
し
、
未
来
を
生

き
抜
く
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
信
頼
さ
れ
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

を
学
校
、
家
庭
、
地
域
と
の
強
い
連
携
の
も

と
進
め
る
と
と
も
に
、「
志
教
育
」
の
一
環

と
し
て
取
り
組
む
女
川
生
活
実
学
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
建
設
中
の
小
中
一
貫

校
に
つ
い
て
は
、
平
成
32
年
度
第
２
学
期
か

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

◆ぷらっと： 女川町の情報があります。ぷらっとお立ち寄
　　　　　　りください。
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平成31年度　施政方針
基本的施策「教育・文化・スポーツ」

催
や
手
作
り
感
の
あ
る
町
民
文
化
祭
を
開
催

す
る
な
ど
、
文
化
や
芸
術
に
親
し
め
る
場
を

積
極
的
に
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
、
復
興
事
業
の

進
捗
を
踏
ま
え
な
が
ら
埋
蔵
文
化
財
調
査
を

迅
速
か
つ
的
確
に
実
施
し
、
保
存
や
保
護
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
発
足
１
０
０

周
年
の
記
念
の
年
と
な
る
江
島
法
印
神
楽
や

各
地
区
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
獅
子
振
り
な
ど
、

無
形
文
化
財
の
普
及
伝
承
活
動
団
体
へ
の
支

援
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

　

図
書
館
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
、

新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
図
書
室
が
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
方
々
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
更
な
る
資
料
の
充
実
を
図
り
、

誰
も
が
気
軽
に
読
書
に
親
し
む
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
無
料
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
し
、
利
用
者
の
利
便
性
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
体
育
協
会
等
の
ス

ポ
ー
ツ
関
係
者
の
ほ
か
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に
町
民
の
体
力
づ

く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
仮
設

住
宅
撤
去
後
に
は
、
運
動
公
園
内
各
施
設
の

早
期
復
旧
と
清
水
公
園
内
に
新
設
す
る
運
動

施
設
の
整
備
を
進
め
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
参
加
機
会
の
拡
充
と
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
観

光
に
向
け
た
土
台
づ
く
り
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

  

町
誌
編
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
平
成
33
年
の

刊
行
に
向
け
引
き
続
き
業
務
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

不
登
校
等
児
童
生
徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
を
拠
点
と
し
た
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も

に
、
心
の
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
及
び
そ
の

保
護
者
に
対
す
る
相
談
、
支
援
体
制
の
充
実

を
図
り
、
き
め
細
や
か
に
誰
も
が
教
育
機
会

を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
な
配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
へ
の
教

育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
教

育
的
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
た
教
育
支
援

体
制
の
構
築
を
図
り
、
社
会
参
加
と
自
立
の

基
礎
を
培
う
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
調
理
設
備
の
老
朽
化
が
進
む
中
学

校
調
理
場
つ
い
て
は
、
小
学
校
調
理
場
と
１

年
前
倒
し
し
統
合
す
る
こ
と
で
、
安
定
し
た

学
校
給
食
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
い
て
は
、
家
庭
教
育
、
学

校
教
育
、
地
域
支
援
活
動
を
柱
に
放
課
後
こ

ど
も
教
室
を
継
続
実
施
し
、
協
働
教
育
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
充
実
を
図
り
、
学

校
と
家
庭
、
産
業
界
を
含
め
た
地
域
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
た
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形

成
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

や
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習
機
会
を
提

供
し
、
そ
こ
で
学
ん
だ
成
果
を
地
域
づ
く
り

又
は
地
域
社
会
に
還
元
で
き
る
よ
う
引
き
続

き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
老
壮
大
学
を
再

開
い
た
し
ま
す
。

　

文
化
・
芸
術
活
動
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

文
化
協
会
関
係
者
や
文
化
芸
術
支
援
団
体
と

連
携
し
、
町
民
音
楽
会
や
芸
術
鑑
賞
会
の
開

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
も
と
に
、
い
じ
め

は
ど
の
子
に
も
起
こ
り
得
る
、
ど
の
子
も
被

害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
と
い
う
事

実
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
の
尊
厳
が
守
ら
れ
、

い
じ
め
に
向
か
わ
せ
な
い
た
め
に
必
要
な
人

間
性
や
道
徳
性
、
情
操
を
育
む
た
め
の
教
育

を
充
実
さ
せ
、
そ
の
未
然
防
止
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。ま
た
、児
童
生
徒
が
抱
え
る
様
々

な
問
題
や
指
導
上
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
引
き
続
き
配
置
す
る
と

と
も
に
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
の
連
携

を
図
り
、
指
導
体
制
、
相
談
体
制
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ら
の
開
校
に
向
け
着
実
に
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
安
全
担
当
主
幹
教
諭

を
中
心
に
、
学
校
管
理
下
の
安
全
で
安
心
な

教
育
環
境
づ
く
り
に
努
め
、児
童
生
徒
の「
危

険
を
回
避
す
る
力
」
と
「
他
者
や
社
会
の
安

全
に
貢
献
で
き
る
心
」
を
育
み
、
地
域
と
の

協
働
の
も
と
防
災
、
減
災
教
育
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
徒
歩
通
学
へ
の

移
行
に
向
け
、
学
校
及
び
保
護
者
等
と
連
携

し
実
施
時
期
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、

そ
う
し
た
通
学
環
境
が
整
う
ま
で
の
間
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
引
き
続
き
確
保
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
伝
統
、
文
化
の
尊
重
と
国
際
理
解

の
心
を
育
む
た
め
、
小
・
中
学
校
段
階
か
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
見
据
え
、
各
校
に
外
国

語
指
導
助
手
を
配
置
し
、
指
導
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
臨
時
的
補
助
教
員

に
つ
い
て
も
、
児
童
生
徒
の
学
力
、
体
力
向

上
な
ど
き
め
細
や
か
な
指
導
に
資
す
る
た
め

引
き
続
き
配
置
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
小

中
一
貫
校
の
整
備
に
当
た
り
支
援
を
い
た
だ

い
た
カ
タ
ー
ル
国
と
の
交
流
を
図
る
た
め
、

開
校
後
の
交
流
開
始
を
見
据
え
、
関
係
者
に

よ
る
同
国
へ
の
表
敬
訪
問
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

　

子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
は
、

女
川
の
教
育
を
考
え
る
会
や
女
川
向
学
館
と

の
協
働
体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒

の
家
庭
学
習
の
習
慣
形
成
、
学
び
支
援
に
取

り
組
み
、
家
庭
と
の
協
力
の
も
と
「
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
等
の
元
気
サ
イ
ク
ル

を
推
進
し
、
学
習
環
境
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

◆新しい図書館。10連休も開館しています。
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町
の
予
算
は
、
町
民
み
な
さ
ん
の
税
金
や

国
・
県
の
補
助
金
な
ど
を
有
効
に
活
用
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
町
の
課
題
に
対
し
て
効
果
的
に

分
配
し
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
度
一
般
会
計

の
当
初
予
算
は
東
日
本
大
震
災
以
降
の
当
初

予
算
規
模
と
し
て
は
最
も
小
さ
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
女
川
町
復
興
計
画
も
平
成
30
年

度
で
終
了
し
、
女
川
町
総
合
計
画
２
０
１
９

へ
変
わ
っ
た
初
年
度
で
す
。

　

平
成
31
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、

１
９
３
億
２
，
０
０
０
万
円
で
、
昨
年
度
と

比
較
し
て
１
１
６
億
４
，
０
０
０
万
円
の
減

額（
約
40
％
減
）と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
は
、
衛
生
費
で
38
億
９
，
４

９
１
万
円
、
復
興
費
で
35
億
６
，
１
９
３
万

円
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
主
な
歳
出
と
な
っ
て

い
た
復
興
費
が
縮
小
し
て
い
ま
す
。
衛
生
費

で
は
、
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
や

医
療
用
機
器
の
購
入
の
ほ
か
、
運
営
交
付
金

が
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
復
興
・

災
害
復
旧
費
と
し
て
学
校
建
設
費
な
ど
の
整

備
事
業
費
が
主
な
歳
出
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

町
民
音
楽
会
な
ど
の
開
催
に
あ
た
り
８
３
３

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
も
、
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金

を
財
源
と
す
る
基
金
を
主
と
す
る
繰
入
金
が

約
５
５
億
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

復興進み、一般会計当初予算は約４割減額
総額193億2,000万円

特別会計
地方卸売市場特別会計 7,813万円
国民健康保険特別会計 11億1,211万円
後期高齢者医療特別会計 9,692万円
介護保険特別会計 8億8,473万円
土地区画整理事業特別会計 23億9,881万円
下水道事業特別会計 4億5,236万円
浄化槽事業特別会計 1,923万円

公営企業会計
水道事業会計 6億3,213万円
※ 予算額＝経常費用－（減価償却費＋資産減耗費+

特別損失）＋資本的支出

平成31年度 一般会計当初予算 内訳

平成31年度　女川町の

一般会計当初予算

区　分 平成31年度
（当初予算）

平成30年度
（当初予算） 増減額

繰 入 金 60億3,646万円	 115億2,791万円	 ▲	54億9,145万円
国庫支出金 33億3,718万円	 37億4,829万円	 ▲	4億1,111万円
町 税 32億9,728万円	 31億　771万円	 1億8,957万円
地方交付税 20億4,779万円	 68億8,536万円	 ▲	48億3,757万円
県 支 出 金 7億2,077万円	 15億　147万円	 ▲	7億8,070万円
そ の 他 38億8,052万円	 41億8,926万円	 ▲	3億　874万円
合　計 193億2,000万円	 309億6,000万円	▲116億4,000万円

区　分 平成31年度
（当初予算）

平成30年度
（当初予算） 増減額

衛 生 費 38億9,491万円	 45億2,792万円	 ▲	6億3,301万円
復 興 費 35億6,193万円	 108億1,524万円	 ▲	72億5,331万円
土 木 費 35億4,947万円	 58億3,821万円	 ▲	22億8,874万円
総 務 費 23億7,836万円	 34億1,319万円	 ▲	10億3,483万円
民 生 費 19億1,518万円 15億　785万円 4億　733万円
災 害 復 旧 費 10億7,772万円	 24億1,275万円	 ▲	13億3,503万円
そ の 他 29億4,243万円	 24億4,484万円	 4億9,759万円
合　計 193億2,000万円	 309億6,000万円	▲116億4,000万円

◆主な内訳の増減

◆主な内訳の増減

歳入

歳出

繰入金
60億3,646万円

地方交付税
20億4,779万円

復興費
35億6,193万円

総務費
23億7,836万円

土木費
35億4,947万円

民生費
19億1,518万円

災害復旧費
10億7,772万円

衛生費
38億9,491万円

商工費　
 2億7,389万円

教育費　10億4,177万円

農林水産業費
9億3,217万円

公債費　3億2,338万円

消防費　2億1,738万円
労働費　385万円

その他
1億4,999万円

国庫支出金
33億3,718万円

町税
32億9,728万円

県支出金
7億2,077万円

その他
38億8,052万円

歳入
193億
2,000万円

歳出
193億
2,000万円

9



　東日本大震災での被災地を支援する音楽チャリティー
イベント「復興支援キャラバンfromくまもとVol.7」で集
まった寄付金と、復幸祭での日本捕鯨協会のクジラ汁提
供での募金を寄付金として復幸祭実行委員会を通して４
月10日に女川町へ贈呈されました。いただいた寄付金は、
女川町の教育環境の充実に使われます。

◆復幸祭で寄付金の贈呈がありました！
◆
子
ど
も
達
の
笑
顔
の
た
め
に

使
い
ま
す

Photo
Report

　

3
月
24
日
、
今
年
で
８
回
目
と

な
る
「
女
川
町
復
幸
祭
２
０
１
９

～
復
興
の
向
う
側
へ
」（
同
実
行

委
員
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
、
約

１
万
３
０
０
０
人
の
人
々
が
訪
れ
、

最
後
に
は
約
１
０
０
０
人
が
乾
杯

し
て
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
来
年
か
ら
は
春
の
ま
つ
り
と

な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
女
川
潮
騒
太

鼓
轟
会
や
庄
司
恵
子
さ
ん
、
樋
口

了
一
さ
ん
、
大
森
靖
子
さ
ん
、
Ｓ

Ｃ
Ｋ　

Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｌ
Ｓ
な
ど
の
ラ
イ

ブ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

◆ バレニンちゃんと
シーパルちゃんの
ツーショット！㊧女
川潮騒太鼓轟会の演
奏！迫力がありまし
たね㊨

◆ 「水曜どうでしょう」でおなじみの藤やん
とうれしーと町長らの対談。

◆ 見事、3 年ぶりの復幸男に輝いた
千葉県の髙田さん

女
川
町
復
幸
祭
＆
津
波
伝
承 

復
幸
男　

多
く
の
人
々
で
に
ぎ
わ
う

　

前
日
の
23
日
に
は
、「
津
波
が

き
た
ら
高
台
へ
逃
げ
る
」
と
い
う

津
波
避
難
の
基
本
を
後
世
へ
伝

え
る
「
津
波
伝
承 

復
幸
男
」（
今

回
で
７
回
目
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

過
去
最
長
と
な
る
役
場
庁
舎
横
か

ら
白
山
神
社
ま
で
約
４
３
２
㍍
の

コ
ー
ス
を
駆
け
上
が
り
、
千
葉
県

の
髙
田
将
さ
ん
が
一
番
で
ゴ
ー
ル
。

髙
田
さ
ん
は
３
代
目
４
代
目
の
復

幸
男
で
あ
り
3
年
振
り
の
一
番
に

返
り
咲
き
ま
し
た
。

復
幸
祭
も
こ
れ
で
最
後
。
来
年
か
ら
は
春
の
ま
つ
り
！
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タウン・ギャラリー

◆
作
品
に
込
め
た
思
い
を
町

長
に
話
す
神
田
さ
ん

鮮やかに春のイメージを描く
絵画「新しい春」を寄贈

◆
名
前
を
呼
ば
れ
、
緊
張
し
な

が
ら
「
ハ
イ
ッ
！
」

◆
演
奏
だ
け
で
な
く
ト
ー
ク
も

魅
力
的
で
し
た

◆
相
手
は
２
部
か
ら
今
季
昇

格
し
た
い
わ
き
Ｆ
Ｃ

友達、たくさんできるかな？みんなでリズムにのって！

 頑張れ！コバルトーレ女川!!

女川小・中学校で入学式大野俊三ソロ演奏会

東北社会人サッカーリーグ1部開幕戦

　東日本大震災の被災者を励ますため、4月
１日に大野俊三ソロ演奏会が開催されました。
ニューヨーク在住の大野さんは交通事故など
で大きなケガやがんを患いましたが、現在も
精力的に演奏活動を行っています。
　演奏会には小さなお子さんからお年寄りま
で150人を超える人々が大野さんの演奏を
聞こうと来場してくれました。「荒城の月」
などだれでも知っている曲の演奏の中、ジャ
ズの「聖者の行進」は観客もみんなで手拍子、
足踏みでリズムをとって楽しみながら、観賞
しました。

　４月８日に女川中学校で、４月９日に女川
小学校でそれぞれ入学式が行われました。中
学校は36人、小学校は35人の新入生を迎え
て、新しい学校生活がスタートしました。
　女川小学校では、不安な表情を浮かべなが
らも名前を呼ばれた児童らが大きな声で「ハ
イッ！」と返事をし、校長先生のお話に耳を
傾けていました。
　また登下校時の児童の安全を願い、今年も
「すばらしい女川を創る協議会」から黄色い
ランドセルカバーが送られました。

　４月17日、本町出身で画家・絵本作家の
神田瑞季さんが須田町長を訪問。絵画「新し
い春」を寄贈しました。
　神田さんは、これまで色鮮やかに花木が描
かれている「幸せの樹」という絵画を寄贈し
ています。今回、寄贈された作品は、被災者
に心の復興が訪れるように、復興を春になぞ
らえ、枯れない桜をイメージして描かれまし
た。縦180㎝、横100㎝のパネル4枚に鮮や
かな色合いで、描かれました。寄贈された絵
画は今後、各種行事等で展示活用する予定で
す。

　４月14日、コバルトーレ女川の東北社会人
リーグ1部開幕戦が女川町総合運動公園第二
多目的運動場で開催されました。相手は今年、
東北社会人リーグ2部から昇格した福島県のい
わきFC。コバルトーレは昨季、JFLから無念
の降格でしたが、また昇格を目指し、開幕戦
に臨みました。試合は800人以上が来場。前
半はどちらも無得点、後半いわきFCに1点を
決められ、その後も、コバルトーレはゴール
を狙いましたが決められず、１－０と残念な
がら負けてしまいましたが、次戦も頑張って
欲しいですね！次は５月19日（日）に敵地の岩
手県釜石市球技場で日本製鉄釜石と対戦です。

11



イ ベ ン ト 案 内

ヨガ教室

くずし字読み方講座

５月９・23日、６月13・27日（すべて木曜日） 全４回
午前10時30分～11時30分　女川町総合体育館・柔道場

６月30日（日）　女川町中心部（予定）

５月～９月まで 全８回
　第２・第４ 水曜日　午後６時から
　　　　　　女川町生涯学習センター　研修室

　呼吸法を学ぶことで活力と集中力が増し、ポーズで体のゆがみが治り、柔軟性や体力が向上する
効果が期待できるヨガ。みなさんもこのヨガを通して、快適で安定した心を作りませんか？
　しなやかで丈夫なカラダに変わることで、骨と関節も柔軟に鍛えられるため、骨粗しょう症や関
節痛の予防にもなりますよ。
◆対 象 者　町民　※定員20名
◆講　　師　社団法人国際ホリスティックセラピー協会（IHTA）認定
　　　　　　ヨガインストラクター　坂本佳那先生
◆受 講 料　１講習500円（４回2,000円）
　　　　　　※受講料は、５月９日（木）第１回目の受付時に納入。
◆申込方法　５月１日（水）～９日（木）　総合体育館窓口または電話で申込み。
◆問合せ先　教育委員会生涯学習課体育振興係　☎53-3151

　2011年から毎年開催している野外音楽イベント「我
歴stock in 女川」。佳境を迎える9回目のサブタイト
ルは「歌」の「郷」と書いて「歌郷（かきょう）編」に
決定しました。「歌の力で故郷、女川を元気にしたい！」
という想いや人と人をつなぐ「架け橋」となるイベン
トになるようにとの意味も込めて「歌

か

郷
きょう

編」にしました。
　特設ステージにてアーティスト達が会場を盛り上げ
ること間違いなしです。また迫力満点の戦いが繰り広

げられるアームレスリング大会やバラエティに富んだ飲食ブースなどを開催予定。その他、新たな
企画も水面下で進行中です。随時情報を公開していきますので、最新情報は公式ホームページでご
確認ください。
◆問合せ先　女川福幸丸　☎070-5322-2500
　　　　　　公式HP：http://www.onagawa-fkm.com/

　和歌や百人一首、町内に残る古文書を読んでみませんか？
◆受 講 料　参加費無料　※定員10名
◆申込締切　５月15日（水）
◆問合せ・申込み先　役場生涯学習課生涯学習係　☎54-3131内線423

託児あります。

我
が れ き

歴stock in 女川～歌
か

郷
きょう

編 

12



石巻広域都市計画事業女川町被災市街地復興土地区画
整理事業の換地計画の縦覧を行います

みやぎ県民大学「石巻専修大学開放講座」の開催について

消費税軽減税率制度説明会について
税務署からのお知らせ

　石巻広域都市計画事業女川町被災市街地復興土地区画整理事業において、土地
区画整理法第88条第２項に基づく「換地計画の縦覧」を行います。
　換地計画は、土地区画整理事業の最終的な手続きである「換地処分」を行うた
めに、換地（区画整理後の土地）の位置、形状などを定めたものです。

　石巻専修大学では創立30周年記念事業企画として下記の講座を開催します。（主催：宮城県教育
委員会、共催：公益財団法人石巻地域高等教育事業団、石鳳桜会）
　全７回　毎週木曜日　午後３時～４時30分（90分）
回 月　日 演　　　　題 講　師
1 ６月６日 欧米人の価値観Ⅰ（フランスにおける富の再分配について） 大谷尚文
2 ６月13日 欧米人の価値観Ⅱ（言葉の森をさまよう－英語・日本語・カタカナ語－） 大津幸一
3 ６月20日 第四次産業革命と暮らしⅠ（人間社会に貢献する情報技術の開拓） 亀山充隆
4 ６月27日 中国人の価値観 輪田直子
5 ７月４日 アメリカ大陸をめぐる人の移動 丸岡　泰
6 ７月11日 第四次産業革命と暮らしⅡ（生命工学の現状と未来） 鈴木　均
7 ７月18日 ロシア－その政治と人と 土屋昌也

◆ 申　　込　下記の入力フォームで必要事項を送信、または「大学開放講座受講希望」と明記し、下
記の必要事項を記入のうえ、電子メール、ＦＡＸまたは電話のいずれかの方法でお申し込みください。
『必要事項』①郵便番号、②住所、③氏名、④性別、⑤年齢、⑥職業、⑦電話番号、⑧送迎バス
利用希望の有無　　※１人１通で申し込み。

◆申込・問合せ先　石巻専修大学事務課研究支援係（開放センター）☎22-7716　FAX22-7746
　　　　　　　　　平日午前９時～午後５時30分
　入力フォーム
　　https://www.senshu-u.ac.jp/ishinomaki/event/20190606-00000722.html（５月７日から）
　電子メール　kaiho@isenshu-u.ac.jp
　無料送迎バス　往：イオンモール石巻　午後２時30分発（大学着 午後２時50分）　
　　　　　　　　復：大学北門　午後４時40分発（イオンモール石巻着 午後５時着）

　10月１日から消費税及び地方消費税の税率が８％から10％に引き上げられ
ると同時に、消費税の軽減税率制度が実施されます。
　軽減税率制度は、全ての事業者の方に関係があり、制度への対応には準備が
必要となります。消費税軽減税率制度説明会を開催しますので、まだ準備がお
済でない事業者の方はご参加ください。
◆日　　時　５月16日(木)　①午前10時30分～11時30分　②午後１時30分～２時30分
◆場　　所　女川町まちなか交流館ホール　（女川町女川浜字大原1-36）
◆問合せ先　石巻税務署　法人課税第一部門　☎22-4151内線233

◆問合せ先 　
　事業受託者：独立行政法人都市再生機構　宮城震災復興支援本部 
　　　　　　　女川復興支援事務所　市街地整備第一課　換地班　☎54-2811（代表）内線36・17
　施　行　者：女川町　復興推進課基盤整備係　☎54-3131内線632・633

縦覧期間 ５月17日（金）～５月30日（木） 午前8時30分～午後5時15分　※土・日曜日も含む。
縦覧場所 役場３階小会議室（土・日曜日にお越しの際は当直室にお声掛けください。）
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今月のお　　らせ

Information

知

おらほの女川食堂
小・中学生は参加費無料（申込不要）

◆日　　時　５月18日（土）
　　　　　　午後２時30分
　　　　　　　～４時30分
◆場　　所　きらら女川

（シーパルピア
 女川内）

◆内　　容　ホットサンドを作ろう！
　　　　　　スラックラインで遊ぼう！
◆ 問合せ先　「おらほの女川食堂」プロジェクト

　　　　　チーム事務局（NPO法人きらら女川） 
 ☎98-8062

町民バス
５月の運休日

　町民バスは、月～金曜
日までのほか、第２・第
４土曜日とその翌日の
日曜日も運行していま
す。また、祝日も運行し
ますが、運休日と重なっ
た場合には運休となりま
す。運休日（運行しない
日）は下記のとおりです
ので、ご利用の際はお間違えのないようご注意
ください。
◆ 運休日（運行しない日）　
　5月4日（土）、５日（日）、18日（土）、19日（日）
◆運　　賃　乗車１回200円 ※高校生以下無料

お得な回数券を販売しています！
1,000円で６回ご利用いただけるお得な回数乗
車券を、バス車内と役場企画課、女川温泉ゆぽっ
ぽで販売していますのでご利用ください。

消防団員募集中！

お問い合わせは役場
企画課防災係（☎54-
3131内線253）まで。

“守りたい故郷があります”
自衛官等採用情報

●陸・海・空自衛官候補生
◆応募資格　18歳以上33歳未満の方
◆受付期間　受付は年間を通じて
　　　　　　行っております。

●一般曹候補生
◆応募資格　18歳以上33歳未満
◆受付期限　５月15日（水）まで
◆試 験 日　一次試験：５月25日（土）

●技術海及び空幹部
◆応募資格　 大卒以上の者で、応募資格に定め

られた学部等を卒業後２年以上の
業務経験のある方

 ※詳しくは石巻地域事務所にお問い合わせください。
◆受付期限　５月24日（金）まで
◆試 験 日　６月24日（月）

●技術海及び空曹
◆応募資格　20歳以上で国家免許資格取得者等
 ※詳しくは石巻地域事務所にお問い合わせください。
◆受付期限　５月24日（金）まで
◆試 験 日　６月21日（金）
　　　
◆問合せ先　自衛隊宮城地方協力本部
 石巻地域事務所（東松島市赤井字鷲塚１-６）
 ☎＆FAX83-6789

募集

工業統計調査
を実施します

製造業（従業者４人以上）を営むみなさんへ
　工業統計調査はわが国の工業
の実態を明らかにすることを目
的とした統計法に基づく報告義
務がある重要な統計で、調査結
果は中小企業施策や地域振興な
どの基礎資料として利活用され
ます。
　調査時点は６月１日です。対象の方は調査票
へご回答ください。
 【経済産業省・都道府県・市区町村】
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最新の情報を配信！　　 女川町公式ツイッター　https://twitter.com/TownOnagawa

検察審査会とは？

　検察審査会制度は、刑事手続きの中に国民の
意見を反映させ、より良い刑事司法を実現する
ために設けられたもので、検察官が事件を裁判
にかけなかったことの良し悪しを、選挙権を有
する国民の中からくじで選ばれた11人の検察
審査員が審査する制度です。
　事件を起こした人が「不起訴処分」となった
ことに納得がいかない場合は、犯罪の被害に
あった人や犯罪を告訴・告発した人がその処分
について、検察審査会に審査を求めることがで
きます。審査の申立てには費用はかかりません。
　検察審査員は、毎年、市区町村選挙管理委員
会の選挙人名簿に登録されている方の中から
くじで選ばれる「検察審査員候補者」の中から
選ばれます。検察審査員候補者や検察審査員に
選ばれた方には、検察審査会事務局から通知が
届きます。
　 詳 し く は、 検 察 審 査 会 の ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.courts.go.jp/kensin/）を ご 覧
いただくか、仙台検察審査会事務局（☎022-
222-4750）までお問い合わせください。

春の交通安全県民総ぐるみ運動
を実施

　広く町民に交通安全思想の普及・浸透を図り、
交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を
習慣付けるとともに、町民自身による道路交通環
境の改善に向けた取り組みを推進することにより、
交通事故防止の徹底を図ることを目的に実施しま
す。
◆運動期間　 ５月11日（土）～20日（月）までの10

日間
◆運動基本　子供と高齢者の交通事故防止
◆運動の重点
　① 子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運

転者の交通事故防止
　②自転車の安全利用の推進
　③ 全座席のシートベルトの着用とチャイルド

シートの正しい使用の徹底
　④飲酒運転の根絶
　交通安全の推進を図り、子どもから高齢者まで
安心安全に生活できるまちづくりのため、町民皆
様のご協力をお願いします。
◆問合せ先　役場町民生活課生活支援係
 ☎54-3131内線162

第８回女川町復興祈念
グラウンド・ゴルフ交流大会

　女川町グラウンド・ゴルフ協
会は、参加者の交流と親睦を深
め、生涯スポーツの振興に寄与
することを目的に「第８回女川
町復興祈念グラウンド・ゴルフ
交流大会」を開催します。
◆日　　時　６月５日（水）
　　　　　　 受付午前８時30分、競技開始９

時20分、大会終了午後０時30分
◆会　　場　第二多目的運動場
◆競技方法　 個人対抗戦で１チーム４～５名に

編成。８ホール×３ラウンド＝24
ホールの合計打数で競う。

◆表　　彰　 １～３位…トロフィー・副賞、４
～６位…賞品、他にホールインワ
ン賞・特別賞・参加賞全員

◆参加資格者　女川町民
◆参 加 費　１人500円
 　　　　　　※用具のない方はお貸しします。
◆申込締切　５月18日（土）
◆申込み・問合せ先　
　女川町グラウンド・ゴルフ協会
　木村征郎☎53-3429　菅野敏守☎53-3607

平成31年度自動車税の
納期限は５月31日です

　自動車税の納税通知書は５月上旬に郵送しま
す。納期限までに忘れず納付しましょう。
　金融機関、コンビニエンスストア、各県税事
務所の窓口での納付のほか、インターネットを
利用したクレジットカード納付（ Yahoo!公金
支払い で検索）やペイジーもご利用になれます。
　口座振替の手続きがすでにお済みの方は、５
月31日に振り替えられますので、前日までに
口座残高をご確認ください。また、納税証明書
は大切に保管してください。納税相談も随時
行っていますので、ご利用ください。
◆問合せ先　宮城県東部県税事務所

 （石巻市あゆみ野五丁目７番地）
○課税（税額・減免）に関すること
　…課税第一班 ☎95-1413　
○納税相談に関すること
　…納税第一班 ☎95-1520　
○納付方法・納税証明書に関すること
　…納税第二班 ☎98-3410

※少雨決行
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　《参事・技術参事・課長補佐》
健康福祉課参事兼
地域福祉センター副所長兼
子育て支援センター副所長兼
放課後児童クラブ副所長兼
子育て支援係長

柴　田　　　務

税務会計課参事（税務担当） 平　塚　英　一
建設課技術参事兼下水道係長 鈴　木　和　順
教育総務課参事兼
心のケアハウス副所長兼
学校給食共同調理場副所長

佐　藤　　　司

総務課長補佐兼
総務係長併選挙管理委員会書記 千　葉　泰　広

企画課長補佐兼統計係長 阿　部　　　豊
町民生活課技術補佐（住宅担当） 三　浦　　　浩
健康福祉課長補佐兼
保健センター副所長兼
地域包括支援センター副所長兼
地域医療係長

阿　部　　　恵

建設課長補佐
（業務担当） 木　村　　　司

建設課技術補佐（建築担当） 小　林　貞　二
産業振興課長補佐兼
地方卸売市場管理事務所副所長兼農林係長 木　村　　　稔

女川町職員人事異動
町では、平成31年4月1日付けで職員の人事異動を次のとおり発令しました。

◆ 
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役　　　　　職 氏　　名

《課長・局長等》
総務課長併選挙管理委員会書記長 木　村　公　也
企画課長 小海途　　　聡
税務会計課長 阿　部　長　人
町民生活課長 鈴　木　浩　徳
健康福祉課長兼保健センター所長兼
地域包括支援センター所長兼
地域福祉センター所長兼
子育て支援センター所長兼
放課後児童クラブ所長

三　浦　ひとみ

復興推進課長 立　花　公一郎
産業振興課長兼
地方卸売市場管理事務所長 佐　藤　　　毅

教育総務課長兼心のケアハウス所長兼
学校給食共同調理場所長 伊　藤　富士子

生涯学習課長兼生涯学習センター所長兼
勤労青少年センター所長兼総合運動場所長 中　嶋　憲　治

《主事・技師・保育士》
総務課秘書広報係 佐　藤　俊　輔
健康福祉課子育て支援係 須　田　茉　緒
第一保育所保育士 阿　部　沙　恵
第四保育所保育士 吉　田　聡　子
第四保育所保育士 竹　谷　柊　花
建設課庶務係 内　海　直　希

役　　　　　職 氏　　名

《主幹・技術主幹・係長・主査・技術主査》
企画課主幹兼定住・土地利用係長 木　村　利　基
税務会計課主幹兼税務係長 木　村　匡　志
税務会計課主幹兼納税係長 木　村　昭　浩
町民生活課主幹兼生活支援係長 宇　野　裕　晶
クリーンセンター主幹兼施設係長兼
町民生活課主幹兼環境係 櫻　井　政　徳

第一保育所技術主幹兼保育士 阿　部　恵美子
建設課技術主幹兼水道係長 鈴　木　貴　之
産業振興課主幹兼商工労働係長 小　松　　　純
総務課秘書広報係長 木　村　竹　志
総務課管財係長 髙　橋　秀　幸
企画課防災係長 小　山　幸　宏
町民生活課国保年金係長 髙　橋　里　香
健康福祉課福祉係長兼地域福祉センター
管理係長 我　妻　裕　美

健康福祉課長寿介護係長 青　山　美　恵
健康福祉課健康対策係長兼
保健センター勤務 木　村　るみ子

選挙管理員会書記併総務課主査兼総務係 阿　部　匡　利
総務課主査兼総務係 木　村　美　佳
企画課主査兼防災係兼原子力対策係 清　水　章　宏
企画課主査兼統計係 阿　部　和　宏
町民生活課主査兼住民登録係兼
国保年金係 齋　藤　真　希

第一保育所技術主査兼保育士 浜　野　美由紀
復興推進課主査兼復興調整係 戸　板　寛　喜
建設課技術主査兼建築係 大　野　雄　作
（派遣職員）
企画課主査兼原子力対策係兼防災係 小　泉　寛　幸
復興推進課主査兼基盤整備係 菅　井　智　弘

2019
NEW
FACES
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◆ ４月１日の辞令交付式で、新規採用職員を代表し
て、「誠実かつ公正に職務を執行することを固く
誓います」と宣誓した町民生活課住民登録係の木
村金次郎さん
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《主事・技師・保育士》
建設課土木係 大　場　健　矢
建設課水道係 阿　部　庄　太
産業振興課漁港係兼農林係 松　田　大　樹
教育総務課総務係兼学務係 松　川　絵里香

役　　　　　職 氏　　名役　　　　　職 氏　　名

《派遣等採用職員》　※所属順
復興推進課基盤整備係（仙台市） 蔦　　　広　輝
復興推進課基盤整備係（兵庫県西宮市） 宮　西　賢　司
復興推進課基盤整備係（兵庫県西宮市） 松　岡　勇　希
復興推進課基盤整備係（兵庫県西宮市） 飯　田　悠　一
建設課建築係長（兵庫県西宮市） 藤　森　正　也
建設課水道係（兵庫県川西市） 石　橋　尭　之
産業振興課漁港係（神奈川県川崎市） 長谷川　輝　之
産業振興課公民連携室（宮城県） 長　谷　俊　樹
教育総務課教育監兼
学務係長（文部科学省） 小　楠　健　太

生涯学習課社会教育主事 高清水　英　俊

《派遣等採用職員》　※所属順
企画課危機管理監（宮城県警察本部） 阿　部　康　平
税務会計課長補佐（納税担当）（神奈川県） 久　松　雄　二
税務会計課固定資産係（兵庫県西宮市） 清　水　元　佳
健康福祉課健康対策係兼
保健センター勤務（神奈川県） 荻　原　愛　子

健康福祉課健康対策係兼
保健センター勤務（石川県志賀町） 横　川　菜　摘

復興推進課技術補佐（宮城県） 今　野　雄　喜
復興推進課長補佐（基盤整備担当）（兵庫県） 北　田　正　則
復興推進課長補佐（基盤整備担当）（神奈川県） 松　永　　　恒
復興推進課基盤整備係長（愛知県豊田市） 近　藤　智　之

《新規採用職員》
総務課総務係 武　山　龍　平
税務会計課税務係 小　松　歩　夢
町民生活課住民登録係 木　村　金次郎
第一保育所保育士 杉　浦　亜　美

《再任用職員》
税務会計課長補佐
（固定資産担当・納税担当） 今　村　　　等

町民生活課長補佐（生活支援担当） 佐　藤　誠　一
復興推進課長補佐 柳　沼　利　明
産業振興課長補佐 阿　部　敏　彦

《平成31年３月31日付け退職等職員》
総務課長併選挙管理委員会書記長 阿　部　敏　彦
企画課長 佐　藤　雅　裕
税務会計課長 佐　藤　誠　一
産業振興課長兼
地方卸売市場管理事務所長 柳　沼　利　明

教育総務課長兼心のケアハウス所長 今　村　　　等
税務会計課参事（税務担当） 筧　　　由佳子
健康福祉課技術参事兼
保健センター副所長兼
地域福祉センター副所長

佐　藤　由　理

第一保育所保育士 阿　部　絵　梨
第一保育所保育士 髙　橋　信太郎

《任期付採用職員》
建設課長補佐 武　山　欣一郎
クリーンセンター副所長 木　村　俊　一
第一保育所保育士 本　多　由　羽
（任期更新・異動）
健康福祉課長補佐（福祉担当） 扇　子　美津男
健康福祉課福祉係兼
地域福祉センター管理係 鈴　木　　　諒

産業振興課長補佐（農林担当） 菅　原　幸　浩
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　町では、新しく整備した町有宅地を分譲していま
す。募集宅地位置、価格など、詳しくは企画課定住・
土地利用係までお問い合わせください。
※ エリアによって事業用に限り土地の貸付も可能です
◆申込みできる方　
　以下の条件に該当しない個人および法人（町内・町
外の方、被災の有無は問いません）
　○ 不動産の売買契約締結について、法令上の制限

を受けている方
　○納付すべき税金などを滞納している方
　○ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法

律第２条第６号に該当する方
◆住宅分譲エリア　
　○高台住宅エリア　○住宅エリア
　○商業・工業エリア

◆申込受付期間　５月７日（火）～５月17日（金）
 午前９時～午後５時※ただし、土曜日、日曜日は除く
◆申込み・問合せ先　役場企画課定住・土地利用係
 　☎54-3131内線233・234
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【参加者事務局情報】
未来（あした）への道1000km縦
断リレー2019参加者事務局
TEL 03-3451-6107
Mail  info@1000km.jp

●募集宅地は、女川町公式ホームページでも
　詳しくご覧いただけます。

HP  http://www.town.onagawa.miyagi.jp/
　　（ホーム ＞ くらしの情報 ＞ 住まい ＞ 
 女川町町有宅地の分譲、貸付について）

・町 有 地 分 譲
貸 付 の ご 案 内

◆開館時間　月～金：午前10時～午後８時　土日祝：午前10時～午後５時
◆休 館 日　毎月最終水曜日／年末年始／施設設備点検期間 役場庁舎１階

☎90-3217

ほかにも多数！

　これが図鑑？！見て楽しい美しい図
鑑や、知って楽しい不思議なものを集
めた図鑑など、読みやすい図鑑を集め
ました。少しマニアック？で奥深い、
図鑑の世界に触れてみませんか？

今月のおすすめ一般書
◆妻の地雷を踏まない本／鶴田豊和
◆葬られた王朝／梅原猛
◆ひとりごと／市原悦子
◆牧子、還暦すぎてチューボーに入る
　　　　　　　　　　　／内館牧子
今月のおすすめ絵本・児童書
◆ざしき童子のはなし／宮沢賢治
◆ちびちっち／ステファニーブレイク
◆もっと・しごとば／鈴木のりたけ

５月の企画展は
　「あなたの知らない図鑑の世界」

「かがくのとも50周年展」
創刊50年を迎えた「かがくのとも」
好奇心いっぱいの子どもたちに「見て」「考えて」「確かめて」「知る」楽しさ
を伝えることを目的とした科学絵本を展示しています。

５月の女川つながる図書館情報

Ｈ
Ｐ
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　町では、住宅用高効率給湯器や太陽光発電システムを設置された方に対し、次のとおり補助金を
交付しています。

　上記補助は、設置後の申請（設置完了から起算して２年以内）となります。また、予算等の都合上、
来年度に補助金を交付する場合もありますので、ご了承ください。申請方法など、詳しくはお問い
合わせください。
 ◆問合せ先　役場町民生活課環境係　☎54-3131内線164

①住宅用高効率給湯器設置補助
　市町村民税等を滞納していない方で、町
内に住所を有し、自ら居住する住宅へ高効
率給湯器を設置した方等を対象に補助金を交付。
≪補助額≫　 購入・設置に掛かる費用の１/３に

相当する額（上限50,000円）

②太陽光発電システム設置補助
　市町村民税等を滞納していない方で、町内に住
所を有し、自ら居住する住宅へ太陽光発電システ
ムを設置した方等を対象に補助金を交付。
≪補助額≫　 太陽電池の最大出力１Kwあたり

35,000円を補助（上限125,000円）
 ※所有の町内事業所への設置にも交付（上限500,000円）

高効率給湯器や太陽光発電設置補助について
※ 

本
補
助
金
は
「
み
や
ぎ
環
境
交
付
金
」
を
活

用
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町営住宅 入居者を募集しています
●案内書(申込書)配布・受付期間・配布場所＆申込み先・申込方法
　５月１日（水・祝）～15日（水） ※当日消印有効

（配付場所） 役場町民生活課窓口または宮城県住宅供給公社東部管理事務所
　　※申込用紙に記入し、宮城県住宅供給公社へ郵送でお申し込みください。
 ◆問合せ先　宮城県住宅供給公社東部管理事務所　☎21-5657
 　　　　　　役場町民生活課住宅係　☎54-3131内線171～173

●募集住宅　※それぞれの詳細な条件については、お問い合わせください。

住 宅 名 種類 戸数 間 取 り 完成年度

浦宿第一住宅 集合 ５戸 ２DK（１戸）、２LDK（２戸）、３DK（１戸）、
３LDK（１戸） H23～24

尾田峯住宅 集合 ２戸 ２LDK（２戸） H13

災

害

公

営

運動公園住宅 集合 ６戸 ３DK（２戸）、３LDK（３戸）、４LDK（１戸） H26
出島住宅 戸建 ２戸 ２DK（平屋） H26
指ケ浜住宅 戸建 １戸 ３LDK（２階建） H28
大原住宅 集合 ７戸 ２DK（１戸）、３DK（５戸）、３LDK（１戸） H29
鷲神住宅 戸建 １戸 ２LDK（１戸） H29
女川住宅 集合 ９戸 ２DK（２戸）、３DK（６戸）、３LDK（１戸） H29
荒立住宅 集合 ３戸 ３LDK（３戸） H29
宮ケ崎住宅 戸建 ４戸 ３LDK（４戸） H29

●申込資格　※申込時点ですでに公営住宅に入居している方は申し込みできません。
　①住宅に困っていることが明らかな方 ※短期滞在を目的としている等の場合は不可
　②月額所得が25万９千円以下の方
　　※合計所得金額から控除額（同居者１人につき38万円等）を差し引いた金額が310万８千円を超える場合は不可。
　③町税等の滞納がない方　④暴力団員等でない方

●一般の方も災害公営住宅へ申込み可能　※東日本大震災による家賃減免措置等は適用外です。

●単身の方も年齢にかかわらず申込み可能 ※間取りは２DK以下に限定されます。
 ※その他申込要件を満たす必要があります。
　　家賃の目安…一般入居者が２DKに入居した場合16,000円～50,000円程度。
　　　　　　　　　（入居する住宅や入居者の収入額に応じて異なります）

19



●女川フューチャーセンターC
カ　マ　ス
amass

Camassは１０連休全日、営業します！
　なんと、Camassは10連休全日、営業いたします！
　せっかくの休暇、家でまったりもいいですが、Camass
に遊びに来ませんか？ぜひお待ちしています～♪
● 1人でゆっくりして、Camassのコワーキングスペー

スで本を読む！
● 家族で、Camassの芝生やトレーラーで遊ぶ！
● 町外から来るお試し移住者との交流を楽しむ！
　この休暇を最大限に活かしましょう＾＾
＊ ５月５日（日）は女川駅前でマルシェの開催を予定しているため、

女川フューチャーセンターCamassは一部貸切利用になります。

◆問合せ先　NPO法人アスヘノキボウ　☎98-7175

≪カマスはこんな方にもご利用いただけます≫
〇ゆっくりお茶を飲める場所がほしい　　
〇仕事場以外に自由に仕事ができる場がほしい
〇友達や子どもとゆったり過ごしたい　　〇打ち合わせをしたい
〇イベントや展示を行いたい　　　　　　〇複数人で社員研修を行いたい

運転免許証を自主返納された方へ
町民バス回数乗車券
またはゆぽっぽ入浴回数券
� を交付します
　女川町交通安全都市推進協議会では、高
齢者の交通安全確保と返納後の移動手段確保
を目的として、加齢等に伴う身体機能低下か
ら安全運転に支障が出ると判断して自主的に
運転免許証を返納された町民の方に対し、町
民バスの回数乗車券等を交付します。
◆ 交付対象者　町内に住所を有し、宮城県内
の運転免許センターおよび警察署において
運転免許の自主返納を行った65歳以上の方

◆助成の内容
　○町民バス回数乗車券２枚つづり
	 （12枚2,000円相当）
　○ゆぽっぽ入浴回数券（６枚2,500円相当）
	 ※上記のどちらかを選択。１人につき１回が限度
◆申請時に必要なもの
①印鑑（認印可）　②運転経歴証明書または申
請による運転免許の取消通知書　③申請書

◆ そ の 他　免許証の返納の日から12ヶ月
以内に、女川町交通安全都市推進協議会事
務局（町民生活課生活支援係）にて、返納者
本人が申請してください。平成29年７月
までに申請済みの方については、さかの
ぼって適用します。

運転免許取得者認定教育制度
高齢運転者教育課程受講料
を助成します
　女川町交通安全
都市推進協議会で
は高齢者の交通安
全対策の一環とし
て、宮城県公安委
員会から指定を受
けた指定自動車教
習所が行う運転免許取得者認定教育制度「高
齢運転者教育課程」を受講された方に、受講
料の助成を行います。
◆ 対 象 者　町内に住所を
有する65歳以上で、宮城
県公安委員会交付の運転
免許証を所持する方のう
ち高齢運転者教育課程を
受講した方

　	 ※先着15名
◆助成金額　2,000円（１人につき１回を限度）
◆ 申請方法　受講後１ヶ月以内に、①印鑑（認

印可）、②運転免許証、③高齢者講習終了
証明書または受講料支払いの領収書をご持
参のうえ、女川町交通安全都市推進協議会
事務局（町民生活課生活支援係）にて申請して
ください。

◆申請・問合せ先　役場町民生活課生活支援係　☎54-3131内線162

20



無料人権相談

一日行政相談

◆日　　時…６月６日（木）
　　　　　　午前10時～午後３時
◆会　　場…保健センター
　　　　　　小指導室1・2
◆内　　容…人権侵害
　　　　　　（いじめ、虐待、ＤＶなど）
◆相 談 員…女川町人権擁護委員
◆問合せ先…役場町民生活課生活支援係
　　　　　　☎54-3131内線162

◆日　　時…６月６日（木）
　　　　　　午前10時～午後３時
◆会　　場…保健センター
　　　　　　小指導室1・2
◆内　　容…�国や公共団体などの仕

事や行政に関すること
◆相 談 員…阿部 求 行政相談委員
◆問合せ先…役場総務課秘書広報係
　　　　　　☎54-3131内線213

市町村消費者行政推進事業

無料
法律相談

　毎月第２金曜日を法
律相談の日としていま
す。住宅ローンの債務
整理や事業再建など、
悩みや心配ごとがある
方は、お気軽にご相談ください。
※ 相談日当日、時間に余裕がある場合は当日でも

受付できる場合がありますので、お電話にてご
確認ください。

◆予約・問合せ先
役場産業振興課商工労働係

☎54-3131内線682

※相談日の１週間前までにご予約ください。

事前予約制

５月17日(金)※10日まで要予約
　午前11時～午後４時
　女川町役場１階　相談室１

●行政相談委員に阿
あ
部
べ
求
もとむ
さん

　� お気軽にご相談ください♪
　４月１日付けで、総務大臣
から行政相談委員に阿部求さ
んが委嘱されました。
　行政相談委員は、国の仕事
をはじめ、独立行政法人・特
殊法人（国立大学・国立病院・
郵便局など）等の仕事につい
ての苦情や意見・要望を受け
付け、みなさんとの間に立ってその解決の手助けを
します。相談は無料で、秘密は守られますので、お
気軽にご相談ください。
◆定例相談日　偶数月の第１木曜日
　　　　　　　午前10時～午後３時
� ※左記「一日行政相談」参照

●無料法律相談
　土地・建物、相続の課題、成年後見の手続き、不
動産・法人登記、その他法律全般に関するご相談に
ご利用ください。
◆日　　時　月曜日～土曜日　午後１時～４時30分
 （予約優先です。事前にご連絡ください）
　今月のお休み　１日～６日、12日、19日、26日
◆場　　所　女川司法書士相談センター （野球場北側）
◆相 談 員　宮城県司法書士会会員（司法書士２名）
◆予約・問合せ先
　復興支援事務所女川司法書士相談センター
　 ☎50-3001

●第１回普通救命講習（一般公募）
◆日　　時　５月26日（日）　午前９時～正午
◆場　　所　石巻地区消防本部２階大会議室
 （石巻市大橋一丁目１－１）
◆対象・定員　中学生以上　30人（先着）
◆申込期間　５月７日（火）～16日（木）
　　　　　　午前９時～午後５時 ※受講料は無料
◆申込方法　 各消防署または石巻

広域消防ホームペー
ジから申込用紙を取
得し各消防署に申し
込みください。
　再講習の方は、受
講申請時および講習
日に修了証を持参し
てください。

◆問合せ先　石巻消防署　☎95-7112
　　　　　　石巻広域消防ホームページアドレス
　 http://isyoubou.jp/
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町民生活課
●戸籍謄本等証明書を取得するには
　戸籍は本籍地の市区町村で交付されます。このため本籍が女川町に
ある人だけが申請でき、他市区町村に本籍がある人は女川町では交付
申請ができません。
　交付申請をするときは、次の点に注意してください。
①本籍・筆頭者は正確に記入してください。戸籍の筆頭者とは、戸籍

の一番はじめに記載されている人をいいます。 既に筆頭者が亡く
なっていても、変わりません。

②謄本（全部のもの）と抄本（個人のもの）がありますので、あらかじめ提出先に確認のうえ申請して
ください。

③親子（直系）以外の戸籍を申請する場合は、使用目的も記入した本人からの委任状が必要です。例
えば、子が結婚して新しい戸籍ができた場合、親が子の戸籍謄本（全部のもの）は申請できますが、
子の配偶者の戸籍抄本（個人のもの）は委任状を必要とします。

④戸籍には、このほかに除籍・改製原戸籍がありますが、申請は原則直系の方に限られます。親族
でも委任状が必要となります。

①本人確認書類（窓口においでになる方の分）
　　●運転免許証　●住民基本台帳カード　●個人番号カード　●パスポート　など
　　	 ※上記のものをお持ちでない方は、健康保険証、年金手帳など２種類以上
②認印（シャチハタ印不可）
③親子（直系）以外の方が申請する場合、委任状
 ◆問合せ先　役場町民生活課住民登録係　☎54-3131内線153

●ジェネリック医薬品について
ジェネリック医薬品とは？
　新薬（先発医薬品）と効き目や安全性が同じで、先発医薬品の
特許が切れた後に、厚生労働省の認可のもとに製造・販売され
ている薬のことです。そのため、後発医薬品とも呼ばれています。

ジェネリック医薬品のメリット
　ジェネリック医薬品は、安全性などが既に確認されている先
発医薬品の有効成分を利用するため、開発期間や経費を削減することができ、先発医薬品と比べる
と安価なのが特徴です。みなさんにとっても、先発医薬品と同等の薬を使いながら、薬にかかる自
己負担額を減らすことができます。

ジェネリック医薬品を使用するには
　ジェネリック医薬品は医師の処方が必要な医薬品です。処方してもらうときは、かかりつけの医
師や薬剤師に相談しましょう。ただし、すべての先発医薬品に対してジェネリック医薬品が製造販
売されているわけではないため、ジェネリック医薬品への変更を希望しても、変更できない場合が
あります。
　また、ジェネリック医薬品は先発医薬品と成分や効果などは変わりませんが、使用されている添
加物が異なる場合がありますので、医師や薬剤師とよく相談したうえで、体質に合った薬を選びま
しょう。	 ◆問合せ先　役場町民生活課国保年金係　☎54-3131内線152

国民健康保険

住民登録

町民生活課窓口からのお知らせ

申請に必要なもの
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●学生納付特例制度のご案内
　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。しかし、学生の方は
一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定（下記「所得のめやす」参照）以下の場合、国民年
金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設けられています。保険料の納付が困難な学
生の方は、未納にはせず、この制度をご活用ください。

申請できる方 　国民年金保険料の納付が困難な、所得が基準額以下の学生

申請に必要なもの 　〇年金手帳　〇学生であることを証明する書類（学生証や在学証明書）
	 ※転入されてきた方の場合、前住所地より所得証明書等を取り寄せていただくことがあります。

所得のめやす 　118万円＋（扶養親族等の数×38万円）＋社会保険料控除等
※申請者本人所得のみを審査します
※申請する期間によっていつの所得を審査するのか異なります。詳しくは下記にお問い合わせください。

申請できる期間 　保険料の納付期限から２年を経過していない期間
 （申請時点から２年１ヶ月前までの期間）
●平成30年度分の学生納付特例の承認を受けている方へ
　平成30年度に学生納付特例の承認を受けた方で、平成31年度も在学予定としていた方には、日
本年金機構より「国民年金保険料学生納付特例申請書（ハガキ形式）」が郵送されます。平成31年
度も学生納付特例制度を利用したい方は必ず返送してください。
　※	在学する学校や卒業予定年月などに変更があった場合や、ハガキが届かなかった場合は再度申請が必要となり

ますので、学生であることを証明する書類をご持参のうえ申請を行ってください。
●学生でない方で免除申請を希望している方へ
　通常の保険料免除申請をすることができます（本人、配偶者、世帯主の所得が審査されます）。過
去期間で未納があり、免除希望の方は早めに申請しましょう。
　※平成31年７月分以降の免除申請は、平成31年７月から受付開始です。

≪ご注意！≫
　さかのぼって申請ができるからといって申請を先延ばしにすると、万一障害や死亡といった不慮
の事態が発生した際に、障害年金や遺族年金を受けられない恐れがあります。免除を希望している
場合は申請を先延ばしにせず、すみやかに申請しましょう！
　また、過去の分の申請は、申請が遅れると申請できる期間が短くなります。窓口へ行くのが難し
い場合は郵送での申請も受け付けますので、まずはお電話にてご相談ください。
◆問合せ先　役場町民生活課国保年金係　☎54-3131内線152
　　　　　　石巻年金事務所　　　　　　☎22-5115　　　　　　　　　

国民年金被保険者の方へ

生ごみ処理容器補助金制度のご案内
　家庭等から排出される、生ごみの減量化を図る目的で「生ごみ処理容器」を設置する方に次のと
おり補助をします。

交 付 条 件
○	女川町内に住所又は事業所を有し、家庭等から排出される生ごみの処理のために活用す
ること。
○町内に所在する販売業者等から処理容器を購入すること。　
○１世帯及び１事業者に対し１基。ただし、簡易式容器については１世帯２個までとします。

補助金の額 電気式の場合　購入金額の1/2の額で、限度額25,000円
簡易式の場合　購入金額の1/2の額で、限度額 3,000円

「生ごみ処理容器」で減量化したものは、家庭菜園等で有機肥料として使えます。
◆問合せ先　役場町民生活課環境係　☎54-3131内線163・164
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野菜をたくさん食べるコツ

野菜を食べよう!!

保健センターからのお知らせ

保健だより
野菜を食べよう！　あと100ｇ
ベジプラス１００

◆日　程　５月23日（木）・25日（土）	 午前８時30分～10時30分、午後１時～１時30分
　　　　　５月24日（金） 	 午後２時30分～３時30分、午後５時～６時30分
◆会　場　保健センター

◆問合せ先　役場保健福祉課健康対策係　☎54-3131内線131

●	レディース検診のために託児スペースを準備�小さなお子さんをお連れの方も安心して受診できるよ
う、子育て支援センターで託児支援を行います。ご希望の方は、できるだけ事前に役場健康福祉課健
康対策係までご連絡ください。当日、連絡していなくても受け入れを行います。

≪乳がん検診の料金≫
対象年齢 検査内容 個人負担金
30歳～39歳 超音波検査 500円
40歳～64歳
（奇数年齢）

マンモグラフィ
２方向 1,000円

65歳以上
（奇数年齢）

マンモグラフィ
１方向 無料

≪子宮がん検診の料金≫
対象年齢 検査内容 個人負担金
20歳～64歳 問診、頸部細胞診

検査、超音波検査、
視診

2,000円

65歳以上 無料

 平成32年３月31日基準

　平成28年県民健康・栄養調査結果によると、宮城県の20～40歳代では目標１日350gに対して
約100gの野菜摂取が不足しています。野菜にはビタミンやミネラル、食物繊維など健康維持のた
めに大切な栄養素が豊富に含まれており、生活習慣病や肥満の予防にも役立ちます。野菜を効率よ
くとるためには、１食あたり120g程度とることを意識しましょう。120gの野菜は生野菜なら両手
１杯分、ゆで野菜なら片手１杯分です。

　煮る、ゆでる、炒めるなど加熱するとかさが減りたくさん食べられます。

〈料理例〉※重量はあくまでも一例です。

　外食するときは野菜の多いメニューを選びましょう。

お浸し（70g）

八宝菜（150g）

メニュー例

メニュー例

豚汁（70g）

五目ラーメン（70g）

きんぴら（80g）

酢豚（140g）

筑前煮（140g）

ビビンバ（140g）

乳がん・子宮がん検診を同時に行います
“レディース検診”を実施します
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　「口を閉じれば病気にならない～鼻呼吸で元
気生活～」と題して、「あいうべ体操」の開発
者みらいクリニック今井一彰院長による講演
を行います。ぜひご参加ください。
◆日　時　５月26日（日）午前10時～正午
◆場　所　矢本東市民センター
◆参加費　無料
◆主催・問合せ先　（一社）石巻歯科医師会
	 　☎94-9361

　毎日をいきいきと
過ごすには、身体は
もちろん心の健康も
大切です。
　やる気が出ない、
眠れないなど心の健康が心配な方やご家族も
お気軽にご相談下さい。相談内容について秘
密は守られます。ご希望の際は開催3日前まで
にご予約ください。
◆日　　時　５月16日（木）
　　　　　　午後１時～３時
◆担 当 医　精神科医　原田伸彦氏
　　　　　　（みやぎ心のケアセンター）
◆場　　所　保健センター小指導室１・２
◆問合せ先　役場健康福祉課健康対策係
	 ☎54-3131内線132

公開講座のお知らせ

みやぎ心のケアセンター
相談会のお知らせ

お な が わ キ ッ チ ン

●せりと油揚げのサラダ

■材料（２人分）
せり���１袋
油揚げ��１/２枚
焼きのり�１枚
ごま油��小さじ１
昆布茶��小さじ１/２

■作り方
①せりは２～３㎝の長さに切り、水気をし
ぼる。
②油揚げは短冊切りにしフライパンで
サッと焦げ目が付くくらい香ばしく焼く。
③焼きのりは好みのサイズにはさみで切
る。
④ボウルに①～③の材料を入れ、ごま油
と昆布茶を加え全体になじませたら出
来上がり。

≪１人分栄養量≫
　エネルギー52Kcal、食塩0.3ｇ
　野菜量75ｇ

　今年のゴールデンウィークは、新天皇の即位に伴い、大型連休で外出の予定を立てている方が多い
のではないでしょうか。楽しい時間を過ごした後、身体は思った以上に疲れていることがあります。
休み明けは、毎日同じ時間に起きて寝るようにし、お酒を控えて胃腸に優しい物を食べるなど、疲れ
た身体を労わるように心掛けましょう。そして、通常の生活に徐々に戻して、心身を慣らしていくよ
うにしましょう。

連休明けも元気に過ごすために
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◆募集人員　1名
◆勤 務 先　女川町社会福祉協議会
　　　　　　（地域活動支援センター）
◆業務内容　 地域活動支援センターうみねこ園にお

ける障害者及び障害児の日常的な訓練
や見守り等の業務

◆採用の始期　６月１日
◆ 勤務日及び勤務時間　月曜日から金曜日まで
 午前９時から午後６時のうち４時間（基本午後２時～６時）
◆賃　　金　当法人臨時職員等就業規則による。
　　　　　　時給900円
◆そ の 他　労災保険・雇用保険
◆ 応募資格　普通自動車免許（AT限定可）、パソコン操

作（ワード、エクセル）できる方。年齢は不問、子ど
もが好きな方

◆ 応募方法　履歴書、職務経歴書、ハローワークから
の紹介状を郵送または持参のうえ提出してください。

◆提出期日　５月17日（金）まで
◆選考方法　書類選考を経て面接試験を行います。

◆募集人員　1名
◆勤 務 先　女川町社会福祉協議会
◆業務内容　 生活福祉資金及び生活安定資金の貸付

に係る相談や滞納者への督促等の業務
◆採用の始期　６月１日
◆ 勤務日及び勤務時間　月曜日から金曜日　
　 午前８時30分から午後５時30分
◆賃　　金　当法人臨時職員等就業規則による。
　　　　　　日給7,200円
◆そ の 他　労災保険・雇用保険・健康保険
　　　　　　厚生年金
◆ 応募資格　普通自動車免許（AT限定可）、パソコン

操作（ワード、エクセル）できる方。年齢は不問、（金
融機関等の経験があれば尚可）

◆ 応募方法　履歴書、職務経歴書、ハローワークから
の紹介状を郵送または持参のうえ提出してください。

◆提出期日　5月17日（金）まで
◆選考方法　書類選考を経て面接試験を行います。

◆問合せ・提出先
　〒986-2243　女川町鷲神浜字堀切山51-7
　女川町社会福祉協議会事務局　☎53-4333

●指導員（日中一時支援事業）

社会福祉協議会
臨時職員募集！

●生活福祉資金相談員

子 て支援育
女川町

役場庁舎１階
☎24-9341

センター

※各イベントの予約、問い合わせ
等は子育て支援センターまで。

５月の行事予定

●おかあさんありがとうの会
日　時　５月10日（金）
　　　　午前10時30分～
内　容　	子どもたちから日頃の感謝を伝

える「母の日」。
素敵な１日になる
ようお子さんと一
緒にメッセージカ
ードを製作しまし
ょう。

予　約　要／先着10組
　

●子育て相談会
日　時　５月14日（火）午前10時～
内　容　	保健師と栄養士が子育てに関す

る相談を受け付けます。
子育てでの悩みや離乳食につい
てなど日常で気になることをお
気軽にご相談ください。
お子さんの身長・体重測定もで
きます。

予　約　不要
持ち物　母子手帳

●親子で作ろう！
　カラー紙ねんどの小物入れ
日　時　５月31日（金）午前10時30分～
内　容　	カラー紙ねんどで小物入れをつ

くってあそびましょう	。
予　約　要／先着10組
	 　※汚れても良い服装で来所してくださいね

◆開設日・時間
　月～金曜日　午前９時～午後５時
◆休 館 日
　土・日・祝祭日および年末年始
◆利 用 料　無料

募集
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地域遊びりテーション
ふまねっと

地　区 日　　　時
浦 宿 三 　８日（水）　午前９時３０分
浦 宿 二 　８日（水）　午後１時３０分
上　　四 　９日（木）　午後１時３０分
石　　浜 １３日（月）　午前９時３０分
大　　沢 １３日（月）　午後１時３０分
上　　五 １３日（月）　午後１時３０分
女 川 北 １４日（火）　午前９時３０分
針　　浜 ２０日（月）　午後１時３０分
清　　水 ２１日（火）　午後１時３０分
女 川 南 ２７日（月）　午前９時３０分
西 ２８日（火）　午後１時３０分

地域遊びリテーション　　　	・ふまねっと

５月の介護予防

　認知症は、高齢になれば誰もがかかりうる可
能性がある病気です。しかし、発症を予防した
り進行を遅らせたりすることも可能と言われて
います。

こ
の
ま
ち
で
元
気
に
暮
ら
す

地域包括支援センターだより

元気な暮らしを続けるために　その②

Information インフォメーション
　高齢者のための総合相談窓口です。
住み慣れた地域での暮らしを継続でき
るよう、社会福祉士、主任ケアマネジ
ャー、保健師の資格をもつ職員が、介護、
介護予防、権利擁護、介護認定、認知症、
その他ご心配なことなど、ご相談に応
じます。

女川町地域包括支援センター
☎53-2272

（地域福祉センター1階、
地域医療センター向かい）

今月の
テーマ

●５月８日（水） 午前10時～正午
　　特養おながわ内カフェ
●５月17日（金） 午前10時～正午
　　運動公園住宅コミュニティプラザ

裏返しになっている文章を
読み解いてみましょう。文
章は縦読みになっています。
ヒント：昔話です

答え：鬼

今月の脳トレQもの忘れよろず相談所

ほっとカフェ開店日のお知らせ

認知症を予防しましょう！
①有酸素運動をしましょう！
・	運動は肥満解消、生活習慣病の予防はもちろん、
脳の活性化にも大いに効果的です。１日10分
歩くだけでも効果があります。できることから
始めてみましょう。

②バランスの良い食事を心がけましょう！
・	野菜や果物に含まれるビタミンＣ、Ｅ、βカ
ロテンは、認知症予防に効果があるとされてい
ます。
・	サバ、イワシ、アジに含まれる不飽和脂肪酸
には、脳の神経伝達を良くし、脳の血の流れを
良くする働きがあります。

③人と触れ合いましょう！
・	いろいろな人と話をしたり、活動を一緒にし
たりするだけで、記憶力や注意力、計画力など
が大いに鍛えられます。地域のお茶会や趣味活
動を通して、たくさんの人と交流しましょう。

④生活習慣病を予防しましょう！
・	糖尿病や高血圧などの生活習慣病は、認知症
発症のリスクを高めると言われており、発症す
るずっと前からの生活習慣の積み重ねが関係す
るとも言われています。生活習慣病は放置せず、
しっかりと治療し、早期発見のためにも年に一
度は健康診断を受けましょう。

※答えは右下
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　老人クラブ連合会からの情報によると、他県で老人クラブの会員宅に「災害義援金のご協力　緊
急のお願い」という「日本赤十字社」をかたる文書が届いたと連絡がありました。文書及び封筒に
差出人の記載はなく、文書にある「日本赤十字社」では、そのようなお願いはしていないことを確
認しています。
　このような文書は詐欺と思われるのでご注意ください。

　国民生活センターからの情報によると、公的機関や実在する企業名、家族をかたり、家族構成や
資産状況を聞き出したり、所在確認をしようとするいわゆる「アポ電」と思われる不審な電話に関
する相談が多く寄せられています。このような不審な電話は、振り込め詐欺や還付金詐欺といった
財産的被害のきっかけとなるだけでなく、最近では、強盗事件に「アポ電」が関わっているという
報道もされています。
　　※	「アポ電（アポイント電話・アポイントメント電話）」とは、家族構成や資産状況を聞き出したり、相手を信

用させたりすることなどを目的にかける電話を指しています。

　テレビ局を名乗る人から「所得は500万円より上ですか」などの質問があったが、「お
金のことについては、答えることができない」と言って電話を切った。今日、警察の協
力団体を名乗る者から、「一週間前にテレビ番組に関して電話がなかったか。捜査で押収
した名簿に名前が登録されているが、一つだけの団体からは削除できない」というので、
「親戚に警察官がいるので相談してみる」と言うと、態度が変わり電話も切れた。
　消防署の職員と名乗る人の電話で、「一人暮らしか」と聞かれ、「はい」と答えてしまった。
「何の用か」と聞くと、「災害時にすぐに救助できるように、一人暮らしかを確認している」
と言われたが、消防署がそのようなことをするとは聞いたことがなく不審な電話だった。

消費生活情報館

＊＊困ったときは、町の消費生活相談員にご相談ください＊＊
役場産業振興課消費生活相談員デスク　☎54-3131内線682

●�「老人クラブをかたる災害義援金協力依頼」詐欺に注意！

●�その電話、「アポ電」かも
　―知らない番号からの電話に出るのは慎重にー

＊アドバイス＊
●差出人の記載がない等、少しでも不安を感じたり、不審に思ったら、すぐに応じず周りの人
や役場、警察等に相談しましょう。
●義援金は募っている団体等の活動状況や使途をよく確認し、納得したうえで寄付しましょう。
●義援金を口座に振り込む場合は、振込先の名義をよく確認しましょう。

＊アドバイス＊
●知らない電話番号からの電話に出るのは慎重に。着信番号通知や録音機能を活用しましょう。
●会話から個人情報が知られます。家族構成や資産状況を聞かれたらすぐに電話を切りましょ
う。また、家族を名乗る電話も一度切ってかけ直すことでトラブルが避けられます。

＊消費生活相談員からひとこと＊
　いよいよ、新しい元号に変わりますが、このところ改元に関連して、悪質な便乗商法が見受
けられます。惑わされないように、いらないものはいらないと断るようにしましょう。

事例
１

事例
２
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を
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空
間
放
射
線
量
の
測
定
結
果

役場庁舎前での計測

※�すべての施設で、年間の追加被ばく線量1ミリ
シーベルトに相当する空間線量率1時間あたり
0.23マイクロシーベルトを下回っていました。

◎測定結果（単位:マイクロシーベルト/時）
（3月9日～4月11日）

施�設�名 測�定�値
一保所庭（0.5m） 0.06
四保所庭（0.5m） 0.06
小学校校庭（0.5m） 0.07
中学校校庭（1.0m） 0.07
第二多目的運動場（1.0m） 0.05
役場庁舎前（1.0m） 0.04-0.05

測定結果は、放射線・放射能に関するポータルサイト「放射能情報サイトみやぎ」
にも掲載しています。お知らせ

◆このページに関する問合せ先　役場企画課原子力対策係　☎54-3131内線253

　女川町では、女川魚市場に水揚げされ
た水産物について、宮城県の簡易測定器
と東北大学から提供された連続個別非破
壊放射能システム等を使用し、放射能を
測定しています。３月１日～30日までの測
定結果は、下記のとおり。
◆ 検体数・測定結果
　23種類157検体、すべてにおいて、
厚生労働省が定める一般食品の基準値
100ベクレル／㎏を下回りました。
 （検体すべて測定下限値以下・不検出）
◆測定機器
　○EMFジャパン㈱
　　　ガンマ線スペクトロメータ（EMF211型）
　○東北大学
　　　連続個別非破壊放射能ｼｽﾃﾑA01型
　　　非破壊式食品放射能測定装置

　町では、町民が自家消費用に生産・採
取した野菜、山菜、魚などの食材の放射
能簡易測定を行っています。
　詳細は、役場企画課原子力対策係（☎
54-3131内線253）まで。

食材等の放射能簡易測定
 を行っています

水産物の
放射能測定結果

放射線に関する正しい知識を身に付けよう！
　放射線と聞くと、原子力発電や病院での
エックス線、ＣＴスキャンといった言葉が思
い浮かびます。しかし、それ以外でも普段か
らみなさんが利用しているものに放射線は使
われています。
　例えば、みなさんが普段から食べている
ジャガイモの芽には毒素があり、食べ過ぎる
と腹痛の原因なります。しかし、ジャガイモ
に放射線を当てると発芽が抑えられ、長期保
存が可能になります（日本ではジャガイモへ
の照射のみ認められています）。
　また、プラスチックやゴムなどに放射線を
当てると、耐熱性や耐衝撃性、硬さなどを向
上させることができます。そのような性質を
利用して、自動車のタイヤやビート板などが
作られています。

非破壊検査

溶接検査

厚みの測定

ゲージング

新薬開発

化合物構造の
研究

アイソトープ電池

流速・流量の調査

強化プラスチック

熟成等の調整

品種改良

発芽防止

Ｘ線検査

Ｘ線ＣＴ

がんの治療

放射線のいろいろな利用のされ方
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■総合診療外来　 内科・外科・整形外科・小児科、そのほか、科を
問わずご相談ください。

　※心療内科の診察は火曜午後ですが、第4週のみ月曜午後になります。
　※	小児科の土曜診察日は、５月11日・25日の予定ですが、都合により

変更の場合もありますので、お問い合わせください。
　職員募集中　※詳細については事務部までお問合せください。
　　◎介護福祉士　◎介護助手　◎理学療法士　◎作業療法士

５月の　　　　
外来診療科・診療日

診療受付時間（急患は24時間対応）
　　午前８時30分～11時30分
　　午後１時30分～５時
	 ※心療内科・眼科は午後４時まで
	 ※整形外科は午前８時30分～11時

診
療
科

総合診療 小児科 心療
内科 眼科 整形

外科 皮膚科

午前 午後 午前 午後
午後 午後

午前 午前
（午後４時まで）

月 ● ● ● ● 第4週のみ − − −

火 ● ● ● ● ● − − −

水 ● ● ● ● − − − −

木 ● ● ● ● − ● ● −

金 ● ● ● ● − − − ●

土 ● − 11・25日 − − − − −

５月の巡回診療
出島集会所

午後１時30分～

８日(水)

22日(水)

江島診療所

午後１時30分～
15日(水)

※巡回診療は予約制です。
　外来受付までご連絡を。

女川町地域医療センター（輝望の丘）　☎53-5511

女川町地域医療センターからのお知らせ

次回の健康教室
5月23日に開催します。
第１回「食事は生きる源」

午後2時～

◆問合せ先
　看護師：阿部恵美子
　栄養士：横田　三夏

◆特別講師
　管理栄養士：福島芳子氏

※どなたでも参加できます。

各種予防接種は予約していただき１週間後から接種することができます。お問合わせは窓口担当まで。

　老人保健施設では、１年を通じて季節に合わせた行事や作
品作りを利用する方と一緒に行っています。リハビリ施設で
もあるため、利用する方自身が作成するよう支援します。
　施設の中では、季節を肌で感じる事が少ないため、少しで
も感じていただきたいという思いから、行事などを職員一丸となって企画しています。
　また、利用する方とコミュニケーションを図れる場のひとつにもなっており職員も楽しんでいます。

老人保健施設よりおしらせ

●主な年間行事
１月 書初め・絵馬作り
２月 節分
３月 ひな祭り
４月 お花見ツアー　　
５月 ドライブツアー
８月 老健まつり
10月 お買い物ツアー
11月 町民文化祭見学
12月 クリスマス会

３月の作品です

その他にも�	毎月のカレンダー作りや、お部屋の入口
に飾る作品も作成しています。
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◆応募方法　 住所・氏名（ペンネーム）・年齢・
性別・電話番号を明記し、郵送
かメールでお送りください。

◆応 募 先　〒986-2261
　女川町女川浜字女川178番地 KK-８街区１画地
　女川町役場総務課秘書広報係
 Mail  kouhou@town.onagawa.lg.jp

◆問合せ先　教育総務課町誌編さん室　☎53-3151内線16

女
川
町
誌
は
電
子
書
籍
化
し
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
無

料
公
開
中
で
す
。

　『華ひらけ 無限の力 宮城の夏に』のスローガンの下、「平成２
年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）が、7月31日、仙
台市宮城野原宮城陸上競技場の総合開会式を皮切りに、8月20日
まで、仙台市を中心に県内９市22町の会場で26種目の競技が展
開されました。“女子ソフトボール競技”の会場となった本町でも
7月31日、町民陸上競技場で開会式が行われました。試合は翌8
月1日から同4日まで総合運動場で行われ、決勝で夙川学院（兵庫）
が埼玉栄（埼玉）を3対０で破り４連覇を達成、地元勢は健闘した
ものの、聖和学園は1回戦で、石巻女子高は3回戦でそれぞれ惜
敗しました。町では、全国から集まる選手、役員、応援団を気持
ちよく迎え、素晴らしい思い出をお土産に帰ってもらおうと、「温

かく迎える町民運動」
を展開、試合中は行政
区ごとに横断幕を掲げ
て受け持ちのチームを
応援するなど互いに交
流の輪が華開き、期間
中、町はインターハイ
一色で盛り上がりまし
た。

 

　この大会には、全国か
ら約1,400人の選手のほ
か、大勢の関係者が本
町に集いました。そのほ
とんどの方が女川の地
が初めてでした。
　開会式では、始めに
町内女子小・中学生約
400人がアトラクショ
ンで女川音頭を披露し
満員のスタンドや芝生
席の観客から盛んな拍
手を浴びていました。
　また、地元高校生は
補助員として役員の仕
事を助け、あらゆる部門
で活躍し、競技進行、運
営等に大きな力を発揮
しました。

あの日あの時 女 川 町 誌女川町の平成の30年間をご紹介します！

　町民のみなさん、はじめまして。4月
から秘書広報係に配属になりました佐
藤です。慣れない編集作業に悪戦苦闘
…なんとか発行までに至ることができ
ました。協力いただいた方々には本当
に感謝の気持ちでいっぱいです。そし
て、あまり趣味というものがなかった
私ですが、広報用写真を撮影するうち
に、写真撮影が楽しいと思ってきまし
た。
　これからも広報おながわを読んでも
らえるような写真撮影や記事のために、
取材で町内を走りまわりますのでどう
ぞよろしくお願いします。 　（佐藤）

編 集 後 記

女川町の人口 平成31年
３月31日現在

総　数 6,466人 （－11人）
男　性 3,175人 （－５人）
女　性 3,291人 （－６人）
世帯数 3,125世帯 （＋２世帯）

（
　 

）内
は
前
月
比

●
お
便
り
募
集

平成２年　●インターハイ女子ソフトボール競技開催

　

広
報
お
な
が
わ
で
は
、
お
便
り

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

紙
面
で
紹
介
し
た
い
身
近
な
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来
事
や
心
温
ま
る
話
題
、ご
意
見
・

ご
感
想
、
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柳
、
写
真
や
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ト
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ど
な
ん
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も
Ｏ
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す
。
み

な
さ
ん
か
ら
の
ご
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募
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待
ち

し
て
い
ま
す
！

◆
字
数　
50
～
２
０
０
字
程
度

◆
写
真
・
イ
ラ
ス
ト　
タ
イ
ト
ル

◆ 

プ
レ
ゼ
ン
ト　
抽
選
で
毎
月
１

名
の
方
へ
、
特
製
Ｑ
ｕ
ｏ
カ
ー

ド（
５
０
０
円
分
）を
プ
レ
ゼ
ン

ト
！

※ 

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
当
選
は
賞
品
の
発
送
を

も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

▲ 出場校を代表して選手宣誓する
石巻女子高の木村主将

▲ある日のまちなかの写真
　これから、よろしくお願いします～
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４月27日（土）～ ５月６日（月）
●燃やせるごみ

４月２９日（月） 昭 和 の 日　　　
５月　２日（木） 国民の休日　　
５月　６日（月） 振 替 休 日　　　

４月３０日（火） 国民の休日　　
５月　３日（金） 憲法記念日　　

●資源・不燃ごみ
４月３０日（火） 国民の休日……大沢・浦宿全・針浜地区（古紙類等）
５月　２日（木） 国民の休日……旭が丘・宮ケ崎・石浜地区（古紙類等）
５月　６日（月） 振 替 休 日……北浦地区（缶・びん・ペットボトル・古紙類等）

※ 女川町クリーンセンターは、４月27日（土）から５月６日（月）まで休業となりますので、ごみの搬入はで
きません。収集日以外や収集が終了した後は、絶対ごみを出さないようご協力ください（ごみの収集日は
「おながわ町民カレンダー」をご確認ください）。
 ◆ごみ処理の問合せ先　女川町クリーンセンター　☎53-3549

大沢・浦宿全・針浜・上全区・西・小乗・高白・横浦・
大石原・野々浜・飯子浜・塚浜・小屋取地区

旭が丘・女川全・大原全・野球場仮設住宅・清水・宮ケ崎・
石浜・桐ケ崎・竹浦・尾浦・御前・指ケ浜・出島・寺間
地区

ゴールデンウィーク
一般家庭ごみ収集日

ゴールデンウィーク10連休

｝
｝

大体育室（無料）
ミニテニス・トランポ
リン・バドミントン・ス
ラックライン

柔道場（無料）
ディスゲッター

第二多目的
運動場(無料)
サッカーなど

剣道場（無料）
卓球

ラージボール卓球

小体育室（無料）
バスケットボール

◆問合せ先　役場生涯学習課体育振興係　☎53-3151（総合運動場内）

※�室内シューズをご持参
ください。

イ ベ ン ト 案 内

ナマステ・インディアin女川町
５月３日（金・祝） 午後２時～２時40分ごろ
５月４日（土・祝） 午前10時30分～午後４時
 女川町まちなか交流館

詳細は、広報紙と同封のチラシをご覧ください。
◆問合せ先　役場総務課秘書広報係　☎54-3131　NPO日印交流を盛り上げる会　☎025-752-2396

今年もイ
ンドが

やって来
る！入場

無料

５月５日（日・祝）  午前10時～午後３時　女川町総合体育館 ご来場のお子さんにポップコーンをプレゼント！
トレーニング講習会（有料）
●�必要な物…講習料500円、室

内シューズ、大きめのタオル
●時　　間
　午前10時30分～11時30分

みんなのスポーツフェスティバル

広報　おながわ　５月号
編集
発行

〒986‐2261　宮城県牡鹿郡女川町女川浜字女川178番地 KK-8街区１画地
女川町役場総務課秘書広報係　☎０２２５-５４-３１３１　内線212・213

女川町公式ホームページ　HP  http://www.town.onagawa.miyagi.jp/
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